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    「お願い、瑠衣ちゃん……もう我慢できないから……」

    ねえ、起きて。

    こっちむいてよ。

    ここ、濡れちゃったの。

    ちょっとだけ、触って。

    鼻にかかったような甘え声が耳元で聞こえた。

    はあ、はあ、と乱れた呼吸音

    それだけで、彼女が何をしているのかがわかる。

    背中に押し付けられる、熱く柔らかな肌。

    子供のように小さな手が、腕にしがみついてきて離れない。

    ……ああ、嫌だ。

    これだから泊めたくなかったのに。

    眠りに落ちかけていた意識が、半ば無理やりのように覚醒させられていく。

    「もう、だめだって言ったでしょう？　やめて」

    栗坂瑠衣は絡みついてくる細い腕を押しのけ、眠い目をこすりながらゆっくりと体を起こした。

    　

    薄ぼんやりとした視界。

    枕元の明かりがつけっぱなしになっている。

    目覚まし時計に表示されている数字は午前三時二十分。

    はあ、はあ。

    乱れた呼吸音はまだ続いている。

    狭いシングルベッドの上。

    瑠衣のすぐ横には、両手を脚の間に差し入れてせつなげに腰を震わせる桃野花梨の姿があった。

    まるで胎児のように背中を丸めた姿勢。

    あどけない少女のような可愛らしい顔はいまにも泣き出してしまいそうに見える。

    身に着けているものは濃いピンク色の短いスリップだけ。

    それも肩ひもはずり落ち、裾は腰の上あたりまで捲れあがってしまっていた。

    はだけた胸元からは、両手でも抱えきれないほど大きく量感のある乳房がちらりとのぞいている。

    くびれたウエスト、小さく締まったヒップ。

    レース地のパンティーは押し下げられ、丸まった状態で足首に引っかかっている。

    腕や脚は少し力を加えただけでも壊れてしまいそうなほど細い。

    花梨の動きに合わせて、ふわりとした薄茶色の長い髪が静かに揺れた。

    ほんのりと赤く上気した頬、涙に潤んだ大きな瞳。

    ぽってりとした唇からは絶えず熱い吐息が漏れ、部屋中の空気が花梨の色に染められていく。

    ……まったく、この子は。

    自分と同じ女だとは思えないほどの色香を放つ彼女を見るたび、瑠衣はいつも嫉妬に似た感情にとらわれる。

    実際、二十七歳の瑠衣よりも二つ年下の花梨のほうが明らかに女性としての魅力を備えているように思えた。

    同じロングヘアではあっても、瑠衣の髪は黒くストレートで華やかな印象はない。

    身長は百六十五センチほどで花梨よりも少し高いが、胸のふくらみは片手で十分におさまるほどささやかだった。

    細いだけで、さほど色気のない体。

    着ているパジャマも飾り気がなく地味で、下着も花梨のひらひらした女の子らしいものとは違うシンプルなものしか持っていない。

    特に恋人がいるわけでもなく、これまでは部屋の中で着るものなどなんでもいいと思ってきた。

    けれどもこうしてやたらと女の匂いを振りまく花梨を前にすると、コンプレックスを刺激されたような気持ちになってしまう。

    だから、あのときも。

    ……違う、おかしいのはわたしじゃない。

    変なのは、絶対に花梨のほうだ。

    他人の家に上がり込んで、強引にベッドにまで潜り込んできたりして。

    おまけにわたしのベッドで、こんなにもいやらしいことをするなんて。

    瑠衣は花梨に引きずられてしまいそうになる気持ちを心の奥へと押しやり、意識的に突き放したような口調で言った。

    「花梨、ここで変なことするのやめて」

    「うぅん、変じゃないよぉ。すごく、んっ、いいこと」

    鼻にかかったような切れ切れの声。

    言葉の狭間に、ときおり聞いているのも恥ずかしくなるような喘ぎが混じる。

    そうして瑠衣と話しながらも、花梨の手は閉じられた脚の間を絶えずゆるゆると擦るような動きを繰り返していた。

    気持ちよくてたまらない、とでも言いたげな表情。

    それを見ているだけの瑠衣の方まで、なぜだか自分も同じところを触られているようなくすぐったさを感じる。

    ああ、嫌だ。

    他人の自慰など見たくもないのに。

    気持ち悪い、汚らわしい。

    けれども、体をくねらせる花梨からなぜか目が離せない。

    頬が熱い。

    「も、もう！　やめてって言ってるじゃない、何もしないって約束で泊めてあげたのにもう忘れた？」

    「ごめんね……でも、あ、あんっ……花梨のここね、すごく熱くなってるから……」

    ここ、と言いながら、花梨がそっと両脚を開いていく。

    瑠衣は思わず息をのんだ。

    黒い恥毛にふちどられた真っ赤な秘裂が、細い指を二本咥え込んでいるのがはっきりと見える。

    そこに埋め込まれている指先は、くねるような動きで膣奥を掻き回しているようだった。

    たらり、たらり、と流れ落ちてくる雫が尻の下まで濡らしていく。

    どこまでも淫らな姿を晒しながらも、花梨は決して彼女特有の愛らしさを失わない。

    一晩たりとも性的な行為なしには眠れないくせに、何も知らない処女のような顔で感じてみせる。

    大嘘つきで色情狂のレズビアン。

    彼女の本性をわかっていても、自分の中の理性やモラルのようなものがぐらぐらと大きく揺さぶられるのを止められない。

    どくん、どくん、と胸の鼓動が大きくなっていく。

    パジャマの下で、小さな乳首がツンと尖っていくのがわかる。

    パンティーの中も、じんじんと疼いて落ち着かない。

    頭を冷やさなければいけない、と思う。

    相手は同じ女性。

    わたしには、同性愛の趣味などない。

    たとえ男性が相手でも、セックスなんてしたくない。

    裸で抱き合うのは不潔な感じがするし、生きていくのにどうしても必要なことではないのだから。

    ずっとそう思ってきた。

    自分はこのままでいいのだと信じてきた。

    なのに、花梨がすべてをぶち壊していく。

    「お願い。さわって、瑠衣ちゃん」

    「あ……」

    ぼんやりとしている間に、そっと手首を握られた。

    手のひらに、花梨のふっくらとした胸が押しつけられていく。

    白い乳肌はしっとりとしてマシュマロのように柔らかでありながら、驚くほどの弾力がある。

    こんなこと、しちゃいけない。

    はやく離れなければとわかっていても、花梨の肌が手に吸い付いてくるようで動けない。

    硬く隆起した薄桃色の乳首に、瑠衣の指先がかすかに触れた。

    それだけで、花梨はびくりと肩を震わせる。

    「そこ、弱いの……優しく撫でて……」

    「嫌よ、そんな」

    「あん、少しだけ……ほんのちょっと触ってくれたら、おとなしく寝るから……」

    だから、お願い。

    あのときみたいに、可愛がって。

    できるでしょう、瑠衣ちゃん。

    甘えるような目つきに、ぞわりと鳥肌が立つ。

    「あ、あれは、花梨がわたしのこと脅したりするから」

    「脅す？　ああ、朱音ちゃんにバラすって言ったこと？」

    朱音の名前を出されると、瑠衣は冷静でいられなくなる。

    学生時代からの大切な親友。

    彼女を失うようなことにだけはなりたくない。

    くすりと花梨が笑う。

    「いいわ、じゃあもう一度脅してあげる。花梨のいうこときいてくれないなら、朱音ちゃんに全部言っちゃう」

    今夜のことだって、瑠衣ちゃんに無理やりエッチなことされたって言うわよ。

    それでもいいの？

    悪戯っぽいまなざしが、瑠衣の心をざわつかせる。

    朱音は、いったいどうしてこんな悪魔のような女を選んだのだろう。

    朱音の恋人でさえなければ、知り合うこともなかったのに。

    花梨なんか、大嫌い。

    「……今日だけだからね。二度とこんなことさせないで」

    突き放すような言い方をしたつもりなのに、花梨の表情は変わらない。

    嬉しそうな微笑みを浮かべたまま、瑠衣の腕の中に半裸の体を滑り込ませてくるりと背中を向けた。

    ちょうど、瑠衣が花梨を後ろから抱き締めているような格好になる。

    甘ったるい香水の匂いに、くらりと目眩がした。

    「うふふ、わかった。じゃあ、今日だけでいいからいっぱい可愛がって」

    「もう、花梨って変態みたい。ほんと信じられない」

    「嫌がるふりなんかしてもダメ。瑠衣ちゃんだって、エッチなこと大好きでしょ？」

    「そ、そんなわけないでしょう。何も知らないくせに、勝手なことばっかり言わないで！」

    「じゃあどうして、朱音ちゃんと花梨のエッチ見ながらハアハアしてたの？　変態なのはそっちじゃない」

    「だからあれは……」

    言い返す言葉が見つからない。

    見るつもりなんてなかった。

    だけど、どうしたらいいかわからなくて。

    「あはっ、黙っちゃってどうしたの？　大丈夫よ、全部内緒にしておいてあげるから」

    「でも、花梨」

    「いいから、はやく気持ちよくさせて。変態な瑠衣ちゃん、大好きよ」

    心にもない言葉。

    からかうような口調に苛立ちがつのる。

    悪いのはわたしじゃない。

    全部、花梨のせいなのに。

    ほとんど無意識のうちに、右手に力が入っていた。

    柔らかな乳丘が、手の中でぐにゅりと変形していく。

    小さな悲鳴が聞こえ、花梨の背中がびくりと跳ね上がった。

    「や、やだぁ……もっと優しく……」

    「花梨ってほんとに誰が相手でもいいのね。朱音に悪いとか思わないわけ？」

    「あ、朱音ちゃんは……あぁっ……！」

    腹立たしさをぶつけるように、ぎゅう、ぎゅう、と力任せに乳房を揉みしだいた。

    花梨の柔肌に、赤く指の跡が残されていく。

    抵抗する小さな手足を押さえ込み、いや、やめて、という声も無視した。

    大嫌い。

    こんなだらしない女。

    この手でめちゃくちゃにしてやりたい。

    心の奥底に眠っていた、未知の感情がのそりと這い出して来るような感覚。

    やりすぎている自覚はあったが、昂ぶっていく気持ちを抑えることができない。

    花梨は叫び声をあげながらも、息を荒げて両脚を擦り合わせている。

    ちらちらと見える太ももの内側は溢れ出した蜜液で濡れ、うっすらと光っていた。

    どうしようもない子。

    意地の悪い気持ちが刺激される。

    瑠衣は花梨の乳頭をこりこりと摩擦してやった後、思い切りきつく捻りあげた。

    「きゃあっ！」

    ひときわ甲高い叫び声があがった。

    腕の中の体が大きくしなり、びくびくと怯えるように小刻みに震えている。

    「ねえ、こんなことされても感じるの？　あそこ、さっきよりずっと濡れてるみたい」

    「あ、あっ……ご、ごめんなさい……」

    瑠衣ちゃん、許して。

    いい子にするから。

    すすり泣くような声。

    瑠衣を脅していたときの尊大な態度が嘘のように、弱々しく可憐に見える。

    まだ許さない。

    もっと、もっと虐めてやりたい。

    「いい子にするなんて嘘よね？　どうせ寂しくなったら、またここに来てわたしを困らせるんでしょう？」

    「だ、だって……い、いや、あっ……！」

    乱暴に乳首を擦り立てながら、あいている方の手を花梨の股間に伸ばした。

    普段なら、他人の陰部など絶対に触りたくないと思うはずなのに。

    指はごく自然に花梨の手を押しのけ、潤んだ裂け目をまさぐっていく。

    ざらりとした陰毛の感触。

    その奥にある膣の入り口は、熱くとろりとした粘液に満たされている。

    迷うことなく、瑠衣はそこに自身の指先をゆっくりと沈み込ませていった。

    熱湯のような蜜沼を、ぐちゅぐちゅとかき混ぜてやる。

    膣の粘膜が待ちかねていたように、ねっとりと指に絡みついてくる。

    ひん、ひん、と花梨が赤ん坊が泣くような声で喘ぐ。

    絶頂に達しつつあるのか、腰がガクガクと震えている。

    ふと、指を挿入されているのは自分で、喘いでいるのも自分自身であるように思えた。

    二度目の錯覚。

    花梨と自分自身の境界線が消えていく。

    瑠衣の秘部は下着の中で疼いているだけでなく、恥ずかしくなるほど熱く火照っている。

    もしかしたら、少しは濡れているのかもしれない。

    花梨と同じように。

    こんなのは、わたしじゃない。

    女の子を嬲りながらいやらしい気持ちになるなんて、どうかしている。

    でも、まだやめる気にはなれない。

    体温と心拍数が同時に上がっていく。

    「瑠衣ちゃ……も、もう……」

    「だめよ、まだ許さない」

    二本目の指を膣口に捻じ込む。

    根元までぎっちりと埋め込んだ後、いつか見た朱音の動きを真似て激しく指を出し入れしてやった。

    もっと泣かせてやりたい。

    二度と逆らえないように、屈服させてやりたい。

    それにも増して、この子のもっといやらしい顔が見たい。

    じゅぷっ、じゅぷっ、と淫らな音が響く。

    シーツの上に粘度の高い蜜液が飛び散っていく。

    目の前にあった花梨の耳朶に唇をつけ、軽く噛んだ。

    悲鳴まじりの泣き声が大きくなる。

    「いやあ……！　もうだめ、それ以上したら、あ、あっ」

    「わたしのベッド、花梨のエッチなおつゆでベトベトになってるじゃない。ねえ、どうしてくれるの？」

    「あ、謝るから、いい子にするからあっ……！」

    「同じことしか言えないのね。ほら、気持ちいいんでしょ？　もっとして、って言わなきゃ」

    「き、気持ちいっ……い、イクの、もう、イッちゃうっ……！」

    花梨が両脚を突っ張りながら激しく痙攣させた。

    膣内で指がきゅうっと締め付けられていく。

    その刹那、瑠衣自身も軽い絶頂感を覚えた気がした。

    ……わたし、何をしていたんだろう。

    腕の力が緩んでいく。

    真っ赤な顔で息を弾ませている花梨が、ひどく遠くにいるように感じた。

    視界が揺らぎ、意識が夢の中に引き戻されそうになる。

    何もかもが曖昧になって、すべてが夢の続きであるようにも思えた。

    「……ねえ、瑠衣ちゃん」

    放心しているうちに、花梨が何かを期待するような表情で抱きついてきた。

    熱っぽい体。

    潤んだ瞳に妖しい光が宿っている。

    よく聞こえないが、何かを囁きながら瑠衣の胸元のボタンをひとつずつ外していく。

    もう突き飛ばす気力もなかった。

    「花梨、何してるの……相手してあげたんだから、もういいでしょ？」

    「ううん、今度は瑠衣ちゃんの番。いっぱい感じさせてあげるから」

    嬉しそうな声。

    瑠衣の胸元をはだけて、乳房に顔を埋めてくる。

    尖りきった乳首が、花梨の唇に軽く触れた。

    ぞくん、と産毛が逆立ち、全身の血液が一瞬で沸騰しそうになる。

    いやだ、こんなの絶対にだめ。

    「じ、冗談でしょう？　やめて、わたしは」

    「興味ない、って言うんでしょ。でも花梨のを触ってただけで、もう瑠衣ちゃんったらこんなになってるじゃない」

    いつのまにか、パジャマのズボンが太ももの真ん中あたりまで押し下げられていた。

    薄い水色のパンティー越しに、あの恥ずかしい割れ目をそろりそろりとなぞりあげられていく。

    くちゅ、くちゅ。

    布地と粘膜が擦れ合うたび、耳を塞ぎたくなるような粘着音が鳴る。

    戸惑いと羞恥。

    瑠衣は慌てて花梨の体を押しのけようとしたが、花梨は意外なほど強い力でしがみついてきて離れない。

    「や、やめて……だめ……！」

    「ほら、聞こえるでしょ？　花梨より瑠衣ちゃんのほうがいっぱい濡れてるかも」

    ぬちゅり、と陰唇が押し広げられたのがわかった。

    そのまま膣と尿道のあたりを中心に、小さな円を描くように愛撫されていく。

    じっとしていられないような痺れが、くすぐったさと混じり合いながらじわじわと体内に広がっていく。

    もう終わりにしないと。

    また花梨のペースに巻き込まれてしまう。

    心は全力で拒否しようとしているのに、手足が思うように動かない。

    まるで花梨の昂奮を感染させられたように、肌がありえないほどの熱を帯びていく。

    「いや、いやっ……花梨……！」

    「やだ、涙目になっちゃって可愛い。そんなにオマ×コ触られるの気持ちいい？」

    「やめて、変なこと言わないで」

    「だって教えてくれなきゃわからないもの。オマ×コ指で弄ってほしい？　それともクリ×リスを虐められるほうが好き？」

    「やめてったら……！」

    「ああ、手よりお口でして欲しいの？　だったら、このビンビンになってる乳首から順番に舐めてあげるね」

    無邪気な表情のまま囁かれる淫らな言葉。

    それを聞いているだけで、火傷しそうなほど熱い液体が膣奥からじゅわりと染み出してくる。

    赤い舌先が、ねろり、ねろり、と突き出た乳頭の周囲を這いまわっていく。

    「あっ、あ……！」

    上下に突起をくじるように舐められたかと思うと、今度は唇をつけられてきつく吸われた。

    過敏になった部分を優しく口腔粘膜でくるまれていく感覚に、脳の思考機能が溶かされていく。

    かすかに当たる硬い歯の感触も、快感を増幅する要因になっているようだった。

    気持ちいい。

    それだけしか考えられなくなってくる。

    乳腺が蕩けてしまいそうになる甘い刺激。

    胸に与えられた快感は、電気ショックを与えられたようにびりびりと真っすぐ子宮にまで届いていく。

    その間も花梨の指先は、焦らすように瑠衣の股間で遊び続けていた。

    指を挿入されるわけでもなく、勃起し始めている陰核を弄りまわされるわけでもない。

    ただ感じやすいところを撫でられているだけなのが、じれったくてたまらない。

    「あぁん……んっ……」

    「あはっ、可愛い声出しちゃって。瑠衣ちゃんって、Ｓっ気もあるけど本当はドＭだもんね」

    強引にされると感じちゃうんでしょ？

    そういうところも大好き。

    「ち、ちがう……わたし……」

    「素直にならないと続けてあげないわよ。『エッチなこと大好き、ぐちょぐちょになったオマ×コ舐めてください』って言ってみて」

    言わないなら、このまま朝まで乳首だけ舐めてあげる。

    もちろん、イッちゃいそうになったら止めるの。

    自分で触るのもダメよ。

    ずっとそれを繰り返してあげる。

    花梨の声が、考えることを放棄した頭の中に浸透していく。

    中途半端な快楽の中に放置される自分を想像させられた。

    いまも、あとほんの少しで昇り詰めてしまいそうになっている。

    もう触られたくない。

    でも、めちゃくちゃに触って欲しい。

    あんなこと、絶対に言えない。

    本心がどこにあるのか、自分でもわからない。

    痺れるような快楽と混乱の中で、涙がぽろぽろと零れ落ちていく。

    泣きたくなんかないのに。

    もう、いや。

    助けて、花梨。

    「言えない……言えないの……」

    「泣いたって許さないんだから。瑠衣ちゃんは良い子でしょ？　ほら、はやく言いなさい」

    甘えているときの花梨とは別人のように厳しい口調。

    ちろり、ちろり、と左右の乳頭を交互に舌で転がされていく。

    陰部の疼きは激しくなるばかりなのに、肝心なところに求めているものを与えてもらえない不満が募る。

    それでいて、自分がいったい何を求めているのかも判然としない。

    まるでどこまでも優しい拷問を受けているようだった。

    欲しいの、欲しい。

    気持ちよくなりたい。

    もう、我慢できない。

    「エッチ……好き、な、舐めて……」

    「そんな小さな声じゃ聞こえない。もっとはっきり言えるでしょう、瑠衣ちゃん」

    「な、舐めてほしいの、花梨に……ぐちょぐちょのオマ×コ、いっぱい舐めてえっ……！」

    自分を保つための、大切な何かが壊れていく気がした。

    しゃくりあげるような泣き声が止まらない。

    聞かれたくない、見られたくない。

    瑠衣の腰を抱きしめながら、花梨がゆっくりと顔の位置を下げていく。

    「ふふ、やっぱり素直ね。いい子にはご褒美をあげる」

    「ご、ご褒美……あ、あっ……！」

    太ももを肩の上に抱えられるようにして、両脚の間を広げさせられた。

    下着を横にずらされ、最も隠しておきたかった場所が花梨の視線に晒される。

    恥ずかしい。

    見ないで。

    瑠衣の懇願するような目に気付かないふりをして、花梨が濡れそぼった秘部に鼻先をつけていく。

    「瑠衣ちゃんのここ、真っ赤になってヒクヒクしてる。グチョグチョに濡れてるし、それにすごくエッチな匂い」

    「い、いや……やだぁ……」

    もう何も聞きたくない。

    それなのに、花梨はわざと瑠衣の嫌がるようなことを言って、さらに羞恥心を煽り立てていく。

    「朱音ちゃんが見たらどう思うかなあ？　真面目なお友達の瑠衣ちゃんが、花梨にあそこ舐めてもらいたがってるなんて」

    「やめてよぉ……お願い……」

    「ああ、そっか。本当は花梨にじゃなくて、朱音ちゃんに舐められたいのね」

    花梨の言葉が矢のように鋭く胸に突き刺さる。

    ずっとごまかし続けていた気持ちを、ストレートに言い当てられた。

    違う、朱音はただの友達。

    そんなふうに思ったことなんて、一度も。

    心の中で無意味な言い訳を連ねる。

    花梨は微笑したまま、うろたえる瑠衣を嘲笑う。

    「だめよ、朱音ちゃんは渡さない。その代わり、瑠衣ちゃんのことは花梨が可愛がってあげるから」

    「か、花梨……あっ」

    尖らせた舌先で、陰唇の裂け目を押し開かれていく。

    ぬるりとした感触に、腰がびくびくと揺れてしまう。

    指で触れられるのとはまったく違う柔らかで繊細な衝撃が、瑠衣の一番敏感な部分に襲い掛かってくる。

    「やんっ、あ、あぁんっ……！」

    喉の奥から迸り出てくる媚びたような喘ぎは、もはや自分のものとも思えなかった。

    ぴちょ、ぴちょ、と舌は女芯のすぐ下から粘膜の縁を一周するように舐めまわしていく。

    瑠衣の反応を見ながら、じっくりと時間をかけて。

    じんわりとした痺れが腹の奥に溜まっていた熱と合わさり、業火のように燃え広がっていく。

    苦しさと快楽の両方が凄まじい勢いで体の中を駆け巡る。

    せりあがってくる快感に、頭がおかしくなってしまいそうだった。

    「いやあ、もういやなの、こんな……だめえ……」

    「ふうん、自分から腰振ってるくせにまだそんなこと言うの？　気持ちいいって言えない悪い子には、お仕置きしなくちゃね」

    「お、お仕置きって……ひっ、ひあっ……！」

    自身の蜜と花梨の唾液をまぶされて硬く充血した肉芯を、下から上へと指で引っ掻くように擦られた。

    薄い包皮が捲られ、剥き出しになった小さな突起をすぐさま唇で覆われていく。

    そのまま歯で軽く挟み込まれながら、ちゅうっときつく口の中に吸い込まれた。

    舌が突起の先端を叩くようにして、強烈な刺激を執拗に与えてくる。

    ああっ、ああっ、と情けない声が出てしまう。

    恐怖を感じるような喜悦の波が押し寄せてきて、足元から瑠衣を飲み込んでいく。

    噛む力が少しずつ強められ、快楽と痛みが交互にやってくる。

    太ももが跳ね上がり、背中が大きく反りかえった。

    「いいっ……すごいっ……！」

    「瑠衣ちゃんのクリ×リス、とっても敏感ね。明日はオモチャ使ってもっと虐めてあげるから、覚悟して」

    くすくすと花梨の笑いが大きくなっていく。

    明日？

    オモチャって？

    意味がうまく理解できない。

    快感が最高潮に達していく。

    両脚がピンと伸び切って引き攣る。

    のどがひどく渇いている。

    もううまく声を出すことすらできない。

    いま瑠衣にできることは、花梨にしがみついて悦楽に全身を震わせることだけだった。

    「もうイッちゃうの？　瑠衣ちゃんのほうが、花梨よりずっとだらしないじゃない」

    嘲るような口調。

    そんなはずがない、と思う。

    でも、その通りなのかもしれない。

    本当にいやらしくてだらしないのは、花梨ではなくて自分なのかもしれない。

    彼女と一緒にいると、あらゆる価値基準が狂わされていく。

    いずれにしても、肉豆をしゃぶりたてられて絶頂を目前にした姿では何をどう言い繕っても無駄だとわかっている。

    総身を貫かれるようなオーガズムに翻弄されながら、瑠衣は大嫌いなはずの花梨の手を強く握りしめていた。

    可愛がって。

    いい子にするから。

    誰に向けたのかわからない言葉が口から零れ出していく。

    「うん、たくさん可愛がってあげる。そのかわり、二度と花梨に逆らおうなんて思っちゃだめよ？」

    わかった？

    説き伏せるような花梨の声を聞きながら、瑠衣は狂ったように腰を振り続けていた。

    　

    　　　二

    　

    「あ、このドラマ好き。瑠衣も一緒に見ようよ」

    「ちょっと待って。先に洗い物だけ済ませちゃうから」

    台所で食器を片付けていた瑠衣は、ベッドに座ってくつろぐ館山朱音に微笑みながら視線を向けた。

    体の線がはっきりと出る小さめの白いＴシャツに、ルーズなシルエットでところどころ穴のあいたジーンズ。

    左側の二の腕には、紫色の蝶のまわりに赤い花弁が散ったような凝ったデザインのタトゥーが入っている。

    ＣＭが長い、とぶつぶつ言いながらリモコンを操作する姿はまるで少年のようで、とても瑠衣と同い年の女性には見えない。

    わざと毛先を不揃いにしたショートボブの黒髪も、顔の小さな彼女にはとてもよく似合う。

    透けるような白い肌に、鋭い印象のある目元。

    濃い目に引かれた黒いアイラインが、瞳の大きさをさらに強調して見せている。

    細身でボーイッシュなスタイルのせいで、華奢な首筋や豊満なバストなど女性的な部分が余計に目立つ。

    朱音が無造作に着替えているときなど、思わず胸の谷間の深さにどきりとさせられることもしばしばあった。

    美人でカッコいい朱音。

    あまり他人をよせつけない彼女と親友でいられることを、瑠衣は一種の誇りのように感じていた。

    　

    瑠衣が朱音とこのアパートに引っ越してきてから、もう五年になる。

    六畳ほどのワンルームにキッチンとユニットバスがついただけの簡素な室内。

    瑠衣はこの部屋に、朱音はすぐ隣の部屋に住んでいる。

    朱音とは、高校三年のときに予備校で同じ講座を取っていたのがきっかけで知り合った。

    進学先も同じ大学の同じ学部。

    最初のころはズバズバとものを言う朱音のことをちょっと怖いと思っていた瑠衣だったが、次第に打ち解けて仲良くなった。

    朱音はサバサバとした性格で、他の女の子たちのようにベッタリとしたところがない。

    他人の噂話にも恋愛話にも興味を示さず、話題の大半は将来の夢や嫌味のない笑い話ばかり。

    瑠衣も恋愛の話は苦手だったし、いつも集団を作ろうとする女の子たちの人間関係も嫌だった。

    朱音といると、いつも気楽に笑っていることができる。

    少し変わり者でやんちゃなタイプの朱音と、物静かな瑠衣。

    性格はまるで違うのに、一緒にいる空間は不思議なほど居心地が良かった。

    朱音も同じように思ってくれていたのか、学生時代は毎日のように電話をしてきていつまでもくだらない話を続けていた。

    瑠衣の楽しい思い出は、いつも朱音と共にある。

    社会人になってからはお互いの職場が近いこともあり、同じアパートの隣同士の部屋を借りて住むようにまでなった。

    口の悪い友人からは『そのうち女同士で結婚しちゃうんじゃないの』などと揶揄されることもあるが、瑠衣は気にしていない。

    ただ、ふと思うことがある。

    このままずっと朱音とふたりで支え合って、一生暮らしていくのも悪くないと。

    いまでも料理の好きな瑠衣が毎日二人分の食事を作り、掃除の得意な朱音が二部屋分の掃除を休日にまとめてやっている。

    買い物にも一緒に出掛け、個人的に必要なもの以外は半分ずつお金を出し合って買う。

    化粧品もシャンプーも、ほとんどのものはすでに共有し合っている。

    寝るときだけはそれぞれの部屋に帰るものの、もはや一緒に住んでいるのも同然だった。

    親友というより、姉妹のような関係。

    それで何の不都合もない。

    どうせふたりとも恋愛や結婚には興味がないのだし、それならいっそこの生活を一生続けていくほうが幸せなのではないか。

    もちろんそれは瑠衣が勝手に思っているだけで、口にしたことは一度もなかった。

    でもきっと、朱音も同じように考えているはず。

    瑠衣はごく当たり前のことのように、朱音とふたりきりで過ごしていく未来を思い描いていた。

    　

    「瑠衣、聞いてる？　ねえっ」

    ぐいっ、と後ろから髪を引っ張られた。

    ぼんやりしていたせいで、食器洗いの途中で手が止まっていた。

    ベッドでごろごろしていた朱音が、いつのまにか拗ねたような表情ですぐ隣に立っている。

    「ごめん、聞いてなかった。なんて言ったの？」

    「もう、さっきから何回も同じこと言ってるのに。今日、これから友達がくるって話」

    「えっ、友達？　こんな時間から？」

    「まだ十時にもなってないよ。週末はいつも二時くらいまで起きてんだから、問題なくない？」

    「でも……そ、それに、来るってどこに」

    「ここに決まってるじゃん。瑠衣が嫌だったら、べつにわたしの部屋でもいいんだけど」

    「あ、ううん。全然いいよ、ここに来てもらって」

    「よし、じゃあ決まり。今日は三人で飲もう！」

    そう言うなり、朱音は冷蔵庫の中を物色し始めた。

    朱音の、友達？

    どこか浮かれた様子の朱音を前に、瑠衣は懸命に動揺をこらえていた。

    彼女に瑠衣以外の友人がいるなんて、聞いたこともない。

    何年も一緒にいるけれど、少なくともこのアパートに朱音が友達を連れてきたのは見たことがなかった。

    仕事上などやむを得ない事情での人付き合いはあるのだろうが、プライベートで仲が良いのは自分だけだと思い込んでいた。

    妙な不安感。

    胸の奥がずきりと痛んだ。

    ……馬鹿ね、朱音にだって他の友達がいてもおかしくないのに。

    瑠衣にも地元に帰れば、高校まで仲良しだった友達が何人もいる。

    たまには会社の同僚と飲みに行くことだってある。

    それと同じことだとわかっているのに、なんだか信じていたものを裏切られたような複雑な思いがよぎっていく。

    まるで自分が大切にしていた何かを、見知らぬ他人に奪われていくような感覚。

    とにかく、落ち着かなくてはいけない。

    大げさに考えすぎている。

    相手はただの友達。

    わたしは朱音の親友。

    それも家族のように信頼し合っている。

    他の誰が来たって、この関係が変わるわけじゃない……。

    トントン、とドアが軽くノックされた。

    思考がぷつりと中断させられる。

    早いなあ、と笑いながら朱音が玄関に駆け寄っていく。

    瑠衣も慌ててその背中を追いかけた。

    　

    「朱音ちゃん、会いたかったぁ！」

    ドアが開いたとたん、何かが子犬のように朱音に飛びついてきた。

    よく見るとそれは白いワンピースの上に同じ色のカーディガンを着た可愛らしい女の子で、細い腕を朱音の首に絡ませるようにして抱きついている。

    手にはブランド物のバッグ、足元は赤いリボンの飾りがついたハイヒール。

    「あはは、一週間会えなかっただけなのに大げさだなあ」

    「だって朱音ちゃんたら、電話もくれないんだもん。寂しくって死んじゃうかと思っちゃった」

    「それが大げさだっていうの。花梨はほんとに寂しがり屋なんだから」

    まるで恋人同士のように抱き合ったまま会話を交わすふたりの後ろで、瑠衣は呆然として言葉を失っていた。

    突然現れた女の子の朱音に対してのなれなれしい態度にもびっくりしたが、それを拒みもしない朱音にもっと驚いた。

    苦しいと言いながらも、栗色の長い巻き毛を優しく撫でてやっている。

    スキンシップなど苦手だと聞いていたし、瑠衣は抱擁はおろか朱音の手を握ったことすらない。

    嫌な予感。

    いつもの朱音とは何かが違う。

    言葉もなく立ち尽くしている瑠衣に気付いたのか、朱音がようやく彼女から離れて振り向いた。

    「紹介するね、この子は桃野花梨。わたしのデザイン事務所のお客さんなんだけど、一緒に遊びたいってうるさくて」

    「やだ、朱音ちゃんから誘ってくれたんじゃない！　いきなり来ちゃってごめんなさいね、花梨です。よろしくお願いします」

    花梨は一瞬真顔になって瑠衣に視線を止めた後、すぐに人懐こい笑顔に戻ってぺこりと頭を下げた。

    「こ、こちらこそ……あの、栗坂瑠衣です。朱音の友達で」

    「あーもう、堅苦しい挨拶はやめようよ。ほら、入って」

    朱音はパンパンと手を叩いて、花梨を部屋の中へと招き入れた。

    　

    「すごい、もう五年も一緒に住んでるなんて。ほんとに仲良しなのね、朱音ちゃんたら瑠衣ちゃんのこと何も話してくれないの」

    「聞かれなかったから話さなかっただけ。まさか花梨がここに来たがるとは思わなかったし」

    朱音がベッドの上であぐらをかき、当然のように花梨がその横に並んできょろきょろと部屋の中を見回している。

    瑠衣はひとり床に置いたクッションの上に座りながら、苦い思いをかみ殺していた。

    朱音が花梨に甘いのは、仕事絡みの付き合いがあるからだろうと思う。

    花梨は裕福な家のお嬢様で、父親が朱音の事務所のお得意様なのだそうだ。

    初めて顔を合わせたときから朱音ことを気に入り、仕事とは無関係な日にもたびたび連絡してくるようになったらしい。

    それにしても、花梨の態度はずうずうしい。

    朱音のためにと用意した作り置きのおかずをパクパク食べてしまうし、缶ビールも朱音が飲みかけていたものを飲んでしまう。

    瑠衣と朱音の関係についてもズケズケと尋ねてきて、ひとつ答えるたびにいちいち驚いたような顔をする。

    瑠衣や朱音よりも二つ年下らしく、本人は「妹みたいに思ってくれればいいです」と言うが冗談じゃない。

    せっかく朱音とふたりで築き上げてきたものを、たった一度の訪問で台無しにされていくような気分だった。

    鼻にかかったような甘えた声も、やたらとキャアキャア騒ぐ様子も、何もかもが気に入らない。

    こんなことなら、朱音の部屋で会ってもらえばよかった。

    でもそれはそれで、自分が仲間外れにされたような気持ちになったのだろうと思う。

    もういい大人なのに親友の友人関係に嫉妬するなんて、見苦しいことこの上ない。

    冷静に考えれば、それほど怒るようなことでもないのはわかっている。

    でも、心の中に溢れかえっている黒い感情をどう処理すればいいのかわからない。

    瑠衣はふたりの会話に適当に相槌をうちながら、ハイペースでビールの缶を口に運んでいた。

    　

    　　　三

    　

    アルコールが入ると、いつもすぐに眠くなってしまう。

    そのときも瑠衣は壁にもたれて座ったまま、うつらうつらしながらいつのまにか目を閉じていた。

    花梨のはしゃいだような声はまだ続いている。

    聞くともなしに聞いていた花梨のおしゃべりは、瑠衣がこれまでなんとなく避けていた話題にも簡単に踏み込んでいく。

    「朱音ちゃんのタトゥー、綺麗ね。これ、いつ入れたの？　絵も自分で決めたの？」

    「ああ、高校のときかなあ。親が死んだり虐められたり、嫌なことが多くて……それで自由になりたいとか思ってさ、願掛けみたいな感じで」

    いま考えると馬鹿みたいだ、と朱音が笑う。

    花梨は笑わなかった。

    「痛かったでしょう？　でも、すごく朱音ちゃんに似合ってる」

    瑠衣は思わず耳をそばだてていた。

    朱音の親が亡くなっていたことも、虐められていたことも知らなかった。

    過去のことや刺青のことには触れてはいけないような気がして、ずっと遠慮して尋ねなかったのに。

    こんなに付き合いの浅そうな女の子に、簡単に話してしまうなんて。

    花梨に向けられていた苛立ちを、朱音のほうにまで向けてしまいそうになる。

    「朱音ちゃんは強いよ。それにとっても素敵」

    「そんなことない。いまでも部屋にひとりでいると落ち着かなくて、瑠衣に頼りっぱなしだから」

    「一緒にいるのって、瑠衣ちゃんじゃなきゃダメなの？」

    それを最後に会話が止んだ。

    心が不安に苛まれていく。

    『瑠衣ちゃんの代わりに、花梨が一緒にいてあげる』

    そんなニュアンスが含まれた言葉だった。

    花梨はどういうつもりであんなことを言うのだろう。

    朱音は何も答えなかった。

    せめて『瑠衣の代わりは誰もいない』くらいのことを、言ってくれてもいいと思うのに。

    ふたりの声が途切れたままで、部屋の中は静まり返っている。いったいどんな様子でいるのか気になって仕方がない。

    瑠衣は重い瞼を薄く開き、ちらりとベッドの上に目をやった。

    　

    朱音は壁に背中を預けながら、片膝を立てて座っている。

    顔は花梨のいる左側に向けられ、瑠衣の位置からは顔の右側しか見ることができない。

    うつむき加減で眉をひそめ、なんとなく困っているような表情をしている。

    花梨はその横で、朱音にしなだれかかるようにして座っていた。

    そして朱音の左腕を両手で大事そうに抱え、刺青の入った部分に唇をつけている。

    それを目にした瞬間、瑠衣は心臓が止まりそうになった。

    あの子は、何をしているの？

    いくら友達だって、やり過ぎじゃない？

    朱音はどうして怒らないの？

    頭の中が疑問符でいっぱいになっていく。

    もう見ていられない。

    いい加減にして、と瑠衣が声をあげようとした直前、朱音が花梨に何かを囁いた。

    花梨が小さく首を振る。

    「大丈夫よ、瑠衣ちゃんは寝てるもの。だから、ちょっとだけ……ね？」

    「いや、だけど」

    「いいじゃない、朱音ちゃんだって我慢してたんでしょう？　少しくらい楽しまなきゃ」

    我慢？

    楽しむ？

    単語が断片的にしか頭に入ってこなかった。

    脳が理解することを拒否している。

    混乱する瑠衣をよそに、花梨の赤い舌が紫の蝶の上をゆっくりとなぞっていく。

    朱音の顔がかすかに歪んだのがわかった。

    苦しそうにも、何かを堪えているようにも見える。

    「会いたかったの、すごく」

    朱音が何かを言おうとするより早く、花梨がカーディガンをするりと脱ぎ捨てた。

    朱音の目をじっと見つめたまま、誘うような手つきでキャミソール型のワンピースの肩ひもを外していく。

    さらさらとした布地が、すとんと輪になって引き締まったウエストの下まで落ちる。

    驚いたことに、花梨はブラジャーをつけていなかった。

    たっぷりと量感のある乳房が、ふるん、と揺れる。

    洋服の上から見ていたときにはまったくわからなかった、女性らしい体つき。

    花梨は朱音の腕に小さな乳首を擦りつけるようにしながら、今度は朱音の首筋にキスをした。

    朱音の手が、花梨の顎を軽く持ち上げる。

    ふたりの唇が重なった。

    互いに深く舌を差し入れていることが容易に想像できる、長い口づけ。

    ふたりがそうしている姿は眩しいほどに美しく、映画の一場面のようにも思えた。

    それなのに、悲しくて悔しくてたまらない。

    そんな感情を抱いてしまう自分のことも、吐き気がするほど嫌になっていく。

    花梨がまた甘えたような声を出す。

    「ねえ、いつもみたいにして。朱音ちゃん、すごく上手なんだもん」

    「……上手って、誰かと比べてるわけ？」

    「違うの、そういうことじゃなくて」

    「ふうん、また他の子とヤッたんだ？」

    「意地悪いわないで、朱音ちゃ……あっ……」

    朱音が花梨の腰を抱き寄せ、くしゃくしゃになったワンピースの裾に右手を入れていく。

    股間をまさぐるような手つき。

    花梨はすぐさま朱音に抱きつきながら、顔を赤くして小さな声を漏らし始めた。

    目を覆いたくなるような場面。

    想像もしなかった現実。

    瑠衣の知らない朱音。

    同じ部屋の中で起きている信じられない出来事の連続に、瑠衣は呼吸をすることも忘れてしまいそうになっていた。

    どう見ても、ふたりが普通の友達同士でないことは明らかだった。

    女同士で、抱き合ったり体を触ったりするなんて。

    朱音にそんな趣味があったことも、いま初めて知った。

    瑠衣は恋愛に興味がない。

    朱音も同じだと思っていた。

    でも、違っていたのかもしれない。

    興味がないのは『男』に対してだけで、同性にはそういう感情を持っている可能性。

    考えたこともなかった。

    でも。

    花梨は『いつもみたいに』と言った。

    それが意味するところは、今夜が初めてではないということだ。

    嫌悪感はない。

    むしろ自分ひとりが置いてきぼりをくらったような、言いようのない寂しさがこみ上げてくる。

    朱音が恋愛の話を避けていたのは、こういうことだったのか。

    瑠衣自身は、まだ誰ともキスやセックスをしたことがない。

    特にこだわりがあって処女を貫いていたわけではなく、単に興味を持てる異性がいなかっただけだ。

    そばにいつも瑠衣がいてくれたおかげで、自分だけが変なのだとは思わずに済んでいた。

    だけど、朱音にはどうやら同性の恋人がいたらしい。

    衝撃が強すぎて、まだ事態をうまくのみこめない。

    朱音は瑠衣に背中を向けていて、表情が見えない。

    逆に花梨は、朱音の肩越しに瑠衣のほうへと顔を向けていた。

    上下に体を揺すりながら肌をピンク色に染め、あっ、あっ、とあられもない声をあげる花梨。

    朱音に何をされているのか、もう考えたくもなかった。

    これ以上、何も知りたくない。

    見たくない。

    そう思いつつも、瑠衣は目を閉じることもその場から逃げ出すこともできずにいた。

    朱音が花梨の耳元で、また何かを囁く。

    花梨はさらに顔を赤くして、こくんと頷いた。

    乳房以外はまだ発達途中の少女を思わせるような肉体が朱音から離れ、ベッドの上に膝立ちになる。

    腰にまとわりついていたワンピースが、太ももの下にまで落ちていく。

    綺麗な釣り鐘型の胸、赤みを帯びている小さな乳首。

    ほっそりとした腰、白桃のように丸く愛らしい形の尻。

    肩から腕にかけてのラインは、どこか頼りなく見えるほど華奢だった。

    彼女の体を隠すものは、すでに小さなパンティー一枚だけになっている。

    その薄紫色の下着は細く薄いレースを繋いだだけのもので、わずかに開かれた脚の間から女性の恥ずかしいところが透けて見えてしまっていた。

    その両脇は細い紐のようで、腰骨の上でリボン状に結んで着用するデザインになっている。

    まったく実用性のない、ただいやらしいことをするためだけに作られた下着。

    そんなもの、瑠衣は手に取ってみたことすらない。

    おまけにその中心部分にはうっすらと染みが浮き出ていて、内側から濡れているのがわかる。

    朱音の顔が花梨の胸元に近づく。

    尖らせた舌先が、ちろりちろりと乳首の先をかすめるように舐めていく。

    花梨が肩を震わせ、また甲高い声をあげた。

    唾液で濡れた乳頭が桜色に染まり、きらりと光って見える。

    気が変になりそうな嫉妬心が、瑠衣の心を焦がしていく。

    妬ましい、うらやましい。

    代われるものなら、いますぐにでも花梨と自分の立場を逆転させてほしい。

    わたしも、朱音にキスされてみたい。

    あの綺麗な手で体を触られてみたい。

    あの舌で舐められてみたい……。

    常識も理性も関係なかった。

    淫らな欲望だけが、予想もつかない方向へと暴走していく。

    自慰すらしたことのない瑠衣が、生まれて初めて劣情を抱いた瞬間だった。

    「いいっ……朱音ちゃんのおくち、気持ちいいのっ……」

    「ちょっと舐めただけなのに、もうそんなに感じてるんだ？　ほんと、エロいカラダしてるよね」

    「だって、あ、あっ……あそこに朱音ちゃんの指も、入っちゃってるもん……グチュグチュって、ん、あっ……」

    「ふふ、まだ足りないんでしょ？　いい子にしていたら、もっと奥まで突いてあげる」

    「うれしい……朱音ちゃん、大好きっ……」

    花梨はすでに瑠衣の存在など忘れてしまっているかのように、大きな声で喘ぎ続けている。

    それを聞いているうちに、なんとなく胸の先が硬くなってきているような気がした。

    下着に触れているだけの状態でも、少し痛みのようなものを感じる。

    スカートに隠れた両脚の間も、なんだかじくじくと熱く疼いている。

    ……わたし、どうしちゃったんだろう。

    ちゅっ、ちゅっ、と朱音が花梨の胸を吸う音が聞こえてきた。

    花梨の声がいっそう大きくなっていく。

    舐められたり吸われたりするのは、そんなに気持ちがいいものなのだろうか。

    瑠衣には想像もつかない。

    もしも朱音に抱かれているのが、花梨ではなく自分だったら……。

    嫉妬心と覚えたばかりの性欲に、欲情した体が突き動かされていく。

    何も考えられないまま、瑠衣は胸元のボタンをひとつ開けてシャツの内側に手を入れていた。

    指先に触れた肌は、自分で思うよりもずっと熱くなっている。

    下着の上から胸の先を撫でてみると、こそばゆいような感じがした。

    でも、まだもの足りない。

    朱音たちは行為に没頭している。

    瑠衣が何をしていても、ふたりはきっと気付かない。

    思い切って、瑠衣はブラジャーのカップの内側にまで指を入れてみた。

    そろり、そろり、と探るように。

    乳首の真上を指が通り過ぎたとき、じん、と痺れるような感覚があった。

    いまのは、何？

    もう一度だけ。

    同じようにして、再び乳房の先端に触れてみた。

    今度はもっとはっきりとした快感が、じわっ、と胸全体に染み込んでいく。

    声が出てしまいそうになり、瑠衣はきつく唇を噛みしめて耐えた。

    これ、すごい……。

    もう一度、あと一回だけ。

    自分に言い訳を重ねながら、何度もその小さな突起を擦った。

    朱音の舌の感触を、彼女の唇に吸われる悦びを夢想する。

    きっと自分も花梨のように、あられもない声をあげてしまうに違いない。

    だめなのに。

    親友を相手に、いやらしいことを考えるなんて。

    凄まじい背徳感に心が押しつぶされる。

    それでも、妄想はひとりでに広がっていく。

    朱音になら、何をされたってかまわない。

    もしも彼女が望むなら、あの恥ずかしいところを触られても……。

    膝上で乱れていたスカートの中に、こっそりと指を滑り込ませた。

    はやる気持ちを堪え、少しずつ上へと手を這わせていく。

    絶対にふたりがこちらを見ないように気をつけながら。

    太ももの内側は、しっとりと汗で湿っていた。

    わずかに両脚を開いた。

    下着の中心部に指先が触れる。

    花梨が弄られていたのと同じ場所。

    そこはまるで、お漏らしをしてしまったかのようにぐっしょりと濡れていた。

    ……やだ、どうしよう。

    たまらなく恥ずかしい。

    どくどくと脈が速まっていく。

    それでも指の動きは止まらない。

    乳首から流れ込んでくる快感が、下腹部をじくじくと疼かせる。

    濡れた薄布の奥には、体を火照らせてやまない熱が溜まっていく。

    指の先に力を入れ、パンティーの上から割れ目の線を強く摩擦する。

    あっ、ここ……！

    少し奥まった部分を刺激した瞬間、微弱な電気のようなものが腹の中までビリビリと伝わってきた。

    気持ちいいというだけでは表現しきれない愉悦。

    でも、足りない。

    まだ、あともう少しだけ。

    同じところを、何度も何度も擦った。

    うっすらと感じていた快感が、突き抜けるようなものへと変化していく。

    下着の内側から、とろとろと熱い粘液が流れ出てくる。

    はしたないことだと思う。

    しかも、同じ部屋に朱音たちがいるのに。

    自分のしていることを悟られないように、瑠衣は膝を折って体を丸めながらベッドの上のふたりを見た。

    いつのまにか朱音もＴシャツを脱ぎ、形の良い乳房をあらわにして花梨を膝の上にのせている。

    向かい合いながら、花梨は朱音の胸を両手で撫でまわし、朱音は花梨の下腹部を弄っていた。

    いかにも幸せそうな花梨の表情に、火照った肉体をこの手で慰めるしかない自分が惨めに思えてくる。

    でも、やめられない。

    自身の手を朱音の指や舌に置き換えて、想像を膨らませた。

    あそこにいる花梨は、本当はわたしなの。

    毎晩ベッドの中で朱音に抱かれていた。

    いやらしいことも、たくさんされてきたの……。

    思いつきの嘘に記憶が改竄されていく。

    朱音の手で触れられているような錯覚。

    心臓が壊れてしまいそうな勢いで鼓動を刻む。

    腹の奥底から燃えるような熱が湧き上がってくる。

    高まる快感に頭の芯が蕩けていく。

    わたし、すごく感じてる。

    もっと触って。

    朱音。

    彼女の肩に彫られた紫の蝶がひらひらと飛び立つ幻想。

    まき散らされる鱗粉で息もできない。

    恥ずかしくて苦しくて、だけど気持ちいい。

    「ねえ……これ、ちょうだい」

    意識が飛んでしまいそうになる中、花梨のおねだりをするような声が聞こえた。

    朱音の膝から降りてシーツにぺたんと尻をつけて座り、ピンク色の太い棒のようなものを握ってその先端を舐めている。

    大きなキャンディーのようにも見えたそれは、男性の陰茎に似せて作られた張り型だった。

    朱音が笑う。

    「花梨、こういうオモチャ好きだよね。また新しいの買ったんだ？」

    「やん、恥ずかしい……ねえ、はやく」

    「じゃあ、もっと上手におねだりしないとね。何が欲しいの？　どこに？」

    朱音が棒状の道具を奪い、ゆらゆらと揺らしながら花梨の鼻先に近づけた。

    花梨がもじもじと恥じらうようなそぶりを見せる。

    「あ、あのね……花梨の……オマ×コに、おち×ちん……欲しいの……」

    「花梨って、ほんといやらしい子。こんなものが欲しいなんてね」

    「んっ……あぁっ……！」

    花梨が大きく背中を反らせ、ひときわ甲高い声をあげた。

    朱音の背中に隠れ、具体的に何をしているのかは見えない。

    けれども、簡単に予想はつく。

    あの淫猥な形をしたモノが、花梨のあそこに突き立てられている。

    それはいったい、どれほどの快感をもたらしてくれるものなのだろう。

    朱音も、あのオモチャで愉しんだことがあるのだろうか。

    妄想が過剰に膨らんでいく。

    瑠衣にはまだ、自分の指を挿入してみる勇気さえもない。

    ただひたすら、ぐしょぐしょに濡れた下着の上から淫裂を擦り立てることで自分を慰めていた。

    ときおり突き抜けるような快感が訪れては静まり、また新たな悦楽が湧き上がってくる。

    足りない、まだ。

    花梨がうらやましい。

    朱音に触られたい。

    ベッドの上で悶える花梨の姿から、目が離せなくなっていく。

    ふと、花梨がこちらを見ているような気がした。

    朱音の背に手をまわし、派手な声をあげて腰を振りながら。

    そんな、まさか。

    思わず、体が硬直した。

    花梨が瑠衣を見つめたまま微笑む。

    「いいの……やめないで、続けて……」

    朱音に向けたのか、瑠衣に向けたのかわからない言葉。

    朱音は何も気付いていない。

    ……大丈夫よ。

    内緒にしていてあげるから。

    瑠衣ちゃんも気持ちよくなっていいの。

    花梨の表情はそう言っているように思えた。

    肉体の欲求はとどまるところを知らず、どれだけ触っても満たされることがない。

    花梨に誘われるように、もう一度指が動き始める。

    ごめんなさい。

    ふたりのこと、見ちゃいけなかったのに。

    こんないやらしいこと、したくなかったのに。

    もう二度としない。

    だから、今夜だけは許して……。

    猛烈な罪悪感を抱えたまま、瑠衣は生まれて初めての自慰に没頭し続けた。

    　

    　　　四

    　

    その日以来、花梨は頻繁に瑠衣たちのアパートを訪れるようになった。

    ふらりとアパートにやってきては、一緒に食事やおしゃべりをして深夜に帰っていく。

    とても楽しそうに。

    まるで、そこにいるのが当たり前のように。

    あの夜のことについては、朱音も花梨も触れようとしない。

    朱音の態度はそれまでと何ひとつ変わらず、瑠衣とも花梨ともごく自然に仲良くやっている。

    だから瑠衣自身も、表面上は何も気付いていないフリを貫くことにした。

    だが、花梨のことが苦手なのは変わらない。

    べったりと朱音に甘える態度も、瑠衣へのなれなれしさも腹が立つ。

    傍にいるだけでイライラしてしまう。

    三人でいると少しもくつろげなかったが、朱音の前であからさまに花梨を毛嫌いするわけにもいかない。

    だから常に愛想笑いを浮かべ、不快な態度を表に出さないよう気を付けている。

    もう朱音とふたりきりの、気楽で穏やかな暮らしは戻ってこないのかもしれない。

    目に見えないストレスが、心の中に澱のように溜まっていく。

    花梨さえいなければ、こんなに嫌な思いをすることもなかったのに。

    瑠衣の花梨に対する感情は日々複雑になり、ほとんど憎しみに近い状態になりつつあった。

    　

    そして、花梨と出会ってから二週間ほどが過ぎたある夜。

    仕事の関係で朱音が三日ほど遠方に出張することになり、瑠衣は久しぶりにひとりきりの食事を終えたところだった。

    朱音がいないのは寂しいが、同時に花梨とも会わずに済む。

    やっと肩の力を抜ける時間が手に入った。

    たまには、ひとりの夜も悪いものじゃない。

    そう思いながらぼんやりとテレビを見ていると、いつものようにトントンとノックする音が玄関から聞こえてきた。

    「瑠衣ちゃん、いる？　花梨です」

    声を聞くだけで、ぞわりと鳥肌が立った。

    どうして花梨が来るの？

    朱音はいないのに。

    しばらく会わずに済むと思っていたのに。

    だが、無視するわけにもいかない。

    ドアを開けると、花梨が笑顔で立っていた。

    今日の服装は、裾がふわりと膨らんだピンクのスカートに襟の大きな白いブラウスを合わせたお人形のような格好。

    部屋着姿の瑠衣は思わずたじろぎ、視線を合わせないようにうつむいた。

    「せっかく来てくれたのに悪いんだけど、今日は朱音いなくて」

    「うん、知ってる。今日はね、朱音ちゃんに会いに来たわけじゃないの」

    「じゃあ、どうして」

    「やだ、決まってるじゃない。瑠衣ちゃんと遊ぼうと思って来たのよ」

    朱音が屈託なく笑う。

    それを聞いた直後、くらくらと目眩がした。

    何かの冗談だと言ってほしい。

    三人で会うのも苦痛なのに、この子とふたりきりなんて絶対に耐えられない。

    「いや、あの……わたし、ちょっと今日は無理で」

    「やだ、そんなこと言わないで遊んで。明日は日曜だし、少しくらい夜更かししたっていいでしょ？」

    「えっ、でも……」

    「瑠衣ちゃんのお部屋で遊んでもいいし、ちょっと散歩するだけでもいいから。ねっ、お願い」

    花梨は瑠衣の腕を握り、左右に体を揺らしながら『お願い』と繰り返した。

    きつい言葉で追い払うこともできるが、後で朱音に告げ口でもされたらいままでの我慢が水の泡になる。

    瑠衣は頬が引き攣りそうになるのを堪え、苛立ちを抑えて笑顔を作った。

    「ごめんね。部屋も散らかっているし、このあたりは散歩するところもなくて」

    「あっ、どうやって断ろうか困ってるのね？　だめだめ、今日は絶対に瑠衣ちゃんと仲良くなれるまで帰らないから」

    「そ、そんなこと言われても」

    「さあ、お部屋で遊べないならお散歩に行きましょ。瑠衣ちゃんだって、花梨と話したいことあるんじゃない？」

    「え？　話したいことなんて、別に」

    「いろいろあると思うんだけどなあ。うーん、たとえば最初に会った日の夜のこととか？」

    花梨がにこにこと微笑みながら小首をかしげて見せる。

    瑠衣の顔から作り笑いが消えた。

    裸で抱き合っていたふたり。

    生まれて初めての自慰。

    あの日の出来事が次々と思い出されていく。

    「うふふ、おしゃべりしたくなった？　じゃあ早く着替えてきて」

    花梨は瑠衣を部屋の中に押し込むようにしてドアを閉めた。

    外廊下で待つ花梨がこのまま帰ってくれる可能性は、限りなくゼロに等しい。

    いったい、どういうつもりで来たのか見当もつかない。

    どうせ花梨のことだから、退屈しのぎにふざけているだけなのだろうとも思う。

    きっと瑠衣が慌てるのを見て楽しんでいるのだ。

    もう、本当に嫌な子。

    ……適当に相手して、さっさと帰ってこよう。

    瑠衣は手近にあった紺色のシャツと黒のタイトスカートを手に取り、深いため息をついた。

    　

    「それでね、朱音ちゃんって本当に素敵なの。花梨のパパが仕事の依頼をしたときだって……」

    もうすぐ終電もなくなる時間帯だというのに、花梨のおしゃべりは尽きることがない。

    あてもなくアパートを出てから一時間。

    このあたりは住宅街ばかりで行先も特に思いつかず、ただ暗い歩道を幹線道路沿いに歩き続けるしかなかった。

    通り過ぎていく車の数も、時間の経過とともに減っていく。

    相槌を打つのにも疲れて黙っていると、花梨が機嫌を損ねたような表情で瑠衣の正面に立った。

    「もう、聞いてる？　返事くらいしてくれなきゃ、つまんないじゃない」

    「ああ、ごめんなさい。ちょっとその……仕事で疲れていて」

    「やだ、気が付かなくて。花梨のほうこそたくさん歩かせちゃってごめんね、どこかで休憩しなくちゃ」

    花梨がきょろきょろとあたりを見回し、高速道路の高架下にある小さな公園を指さした。

    錆びたジャングルジムと滑り台がひとつずつ、それに三人掛けのベンチが二つ並んでいるのが見える。

    もう帰りたいと言う間もなく、花梨は瑠衣の手を引いて公園の中へと入っていった。

    　

    「夜の公園って好きなの。昼間と違って誰もいなくて、なんだかわくわくしちゃう」

    「そう……？　えっ、ちょっと」

    暗がりにあるベンチに並んで座ったとたん、花梨がぴったりと体を寄せてきた。

    瑠衣の腕を両手で抱え、とろんとした瞳で見上げてくる。

    まるで朱音にしているような態度。

    ひじのあたりに押し付けられる胸の感触に、なんだか焦ってしまう。

    いったい何を考えているのだろう。

    瑠衣は思わず乱暴に花梨の手を振り払った。

    「や、やめてよ」

    「あん、どうして？　いいのよ、朱音ちゃんには黙っていてあげるから」

    一緒に気持ちいいこと、したくない？

    花梨が微笑む。

    あの夜と同じ、誘うような瞳。

    まったく悪びれた様子はない。

    背筋がぞくぞくと寒くなる。

    「な、なに言ってるの？　意味がわからないんだけど」

    「あら、恥ずかしがらなくていいのに。わからないことは、全部花梨が教えてあげる」

    花梨がベンチの上に片膝をつき、瑠衣の耳元に唇をよせて囁きかけてくる。

    温かな吐息と可愛らしい声。

    あの夜の裸体を思い出す。

    だめ。

    相手にしてはいけない。

    瑠衣は何度も首を横に振った。

    「わ、わたし、そういう趣味ないから」

    「大きな声出さないほうがいいわよ。人が来たら困るでしょう？」

    「だから、何を言って……」

    耳に柔らかなものが触れた。

    花梨の唇。

    触れられたところだけがじんわりと痺れていく。

    だめ、だめ。

    わたしは花梨や朱音とは違う。

    逃げようとする瑠衣を優しく抱きしめ、花梨はまた小さな声で囁いた。

    「瑠衣ちゃんってほんと可愛い。あのときも、花梨たちのこと見てるだけで感じちゃったんじゃない？」

    「な、何の話を」

    「だけど、きっとまだ処女なのね。オナニーもうまくできないなんて、ちょっと可哀そうになっちゃった」

    憐れむような言い方。

    カッ、と頬が熱くなり、あまりの恥ずかしさに足が震えた。

    やっぱり見られていた……。

    しかも、処女だということまで悟られている。

    何も言えなくなった瑠衣の頬や首筋を、花梨がゆっくりと舌先でなぞっていく。

    肌の上を小さな蝸牛が這いずっていくような感触。

    嫌だ、気持ち悪い。

    たしかにそう思った。

    でも、別の何かがそこには混じっている。

    腹の奥底を痺れさせるような、一筋の快感。

    胸の先が硬くなり、かすかに疼いている。

    そんなもの、感じていいはずがない。

    ここは公園で、わたしたちは女同士で。

    それに花梨は朱音の恋人でもあるのに。

    平然と瑠衣を誘う彼女のことが、まるで理解できなかった。

    瑠衣は立ち上がろうとするのに、どうしても花梨が離れてくれない。

    「あ、あなたには朱音がいるじゃない、こんなことしていいと思ってるの？」

    「だって、今夜はいないでしょ？　それに花梨ね、瑠衣ちゃんとも仲良くなりたいんだもん」

    ねえ。

    少しだけよ。

    エッチなこと、試してみたいと思わない？

    花梨の甘い囁きが、吐息と共に耳から潜り込んでくる。

    あのときと同じ。

    息苦しい。

    心臓が破裂しそう。

    頭がうまくまわらない。

    「仲良くなんて……したくない……」

    どうにか滑り出てきた言葉は、それだけだった。

    花梨は平然と笑っている。

    「知ってるわ、花梨のこと嫌いなんでしょう？　朱音ちゃんのこと、花梨が盗ったと思ってるのね」

    「そ、そんな」

    「でも瑠衣ちゃんが悪いのよ？　朱音ちゃんの気持ちも知らないで、いつまでも親友ごっこなんてさせるから」

    「朱音の気持ち……？」

    その瞬間、花梨から意識がそれた。

    朱音の気持ちって何？

    親友ごっこって？

    花梨はすかさず瑠衣を抱き寄せ、動揺している瑠衣の胸元をやんわりと撫でた。

    「瑠衣ちゃんの胸、すごく柔らかそう。ねえ、直接触ってもいい？」

    「い、いやっ！　それより、あ……朱音はあなたに何を言ったの？」

    花梨はそれには答えず、代わりに瑠衣のボタンを上から順にひとつずつ外し始めた。

    はだけられた襟元から、ひんやりとした夜気が忍び込んでくる。

    背筋に悪寒が走った。

    いやだ、花梨にだけはこんなことされたくない。

    手を押し返そうとしても、花梨は意外なほど強い力で瑠衣にしがみついてくる。

    「そういう態度、よくないと思う。もっと優しくしてくれなくちゃ」

    「無理やり触られて、優しくなんてできるわけないでしょう？　やめてったら！」

    怒鳴りつけるような口調も、花梨にはまったく通じない。

    くすくす。

    呆れたような笑い声。

    また耳元にぴったりと唇がつけられる。

    「ねえ、瑠衣ちゃん。こんなこと言いたくないけど」

    「な、なによ」

    温かな吐息がくすぐったい。

    顔が熱い。

    「瑠衣ちゃんが、花梨たちを見ながらオナニーしてたって朱音ちゃんが知ったら……どう思うかなあ？」

    頭を殴られたような衝撃。

    朱音にだけは知られたくない。

    強い目眩。

    花梨が憎くてたまらない。

    感情が爆発しそうになる。

    「お、脅すなんて……」

    「瑠衣ちゃんが素直じゃないからよ。ちょっとだけ一緒に気持ちいいことしたいだけなのに」

    花梨のいうこと聞いてくれたら、黙っていてあげる。

    簡単なことよ。

    何も怖がらなくていいの。

    自分で触るより、もっと上手に感じさせてあげるから……。

    あの夜の快感がぼんやりと思い出されてくる。

    息もできないほどの、せつない悦び。

    あの続きにある世界をのぞいてみたい。

    本能的な欲望が、体の奥底からこみ上げてくる。

    ぐらり、ぐらり。

    心がまた大きく揺さぶられていく。

    「……朱音には絶対に言わないって、約束できる？」

    「いいわ。瑠衣ちゃんが良い子にしていたら、ね」

    ぐずる子供をなだめるような言い方が気に障る。

    それでも瑠衣は、ただ黙ってうなずくことしかできなかった。

    すでにシャツの合わせ目は胸の下まで開かれている。

    何の飾りもないブラジャーが、ゆっくりと花梨の指で押し上げられていく。

    耐えがたいほどの恥ずかしさに身震いがする。

    どうしてこんな思いをしなくてはいけないのだろう。

    情けなさと悔しさに、涙がこぼれそうになる。

    「や、やっぱりだめ……こんなところで」

    「お部屋に入れてくれなかった瑠衣ちゃんが悪いのよ。ほら、じっとして」

    「いや、いやっ……」

    ぐいっ、と下着が胸の上まで捲られた。

    真っ白で小ぶりな乳房があらわになる。

    その先端が濃い桃色に染まって硬く隆起しているのを見たとき、瑠衣は自分自身が壊れてしまいそうなほどの羞恥を感じた。

    触られる前から、肌の内側に熱が溜まっていく。

    花梨が瑠衣の乳頭に顔を近づけ、驚嘆の声をあげる。

    「わあ、とっても可愛らしいおっぱいね。やだ、もう乳首こんなになっちゃって」

    「じろじろ見ないで……んっ……！」

    細い指先が、乳丘をそろりそろりと這い上がってくる。

    そして突端まで上り詰めた後、また乳房の外側へと戻っていく。

    爪の先で軽く擦られるたび、びくん、びくん、と腰が震える。

    自分の手で弄ったときとは違う、強烈な痺れが一気に腹の奥まで伝わってくる。

    感じたくなんかないのに。

    花梨なんかに触られて、気持ちよくなれるはずがないのに。

    体の反応を花梨に知られたくない。

    そんな瑠衣の気持ちに逆らうように、甘く蕩けるような痺れは強まるばかりだった。

    あ、あ、と上擦った声が漏れてしまう。

    「こんな……どうして……」

    「瑠衣ちゃん、すごく可愛い。まだちょっとしか触ってないのに、泣きながら感じちゃうなんて」

    花梨に言われて初めて、瑠衣は自分の頬が濡れていることに気づいた。

    意志に背く体。

    理由のわからない涙。

    なにもかもが、自分の思い通りにならなくなっていく。

    乳肌を這いまわっていた指が、乳首の真上で止まった。

    ぷっくりと膨らんだ小さな突起が、まるで壊れ物を扱うように優しく撫でられていく。

    花梨の手はさらさらとして滑らかなのに、いくつもの細い毒針に刺されているような気がした。

    花梨が放つ淫らな甘い毒に、敏感な肌が蝕まれていく。

    皮膚に染み込んでくる快感に、漏れだす声が抑えきれない。

    「いや、あっ、あん……」

    「ふふ、乳首だけでイッちゃいそう。自分でするより、ずっと気持ちいいよね？」

    「き、気持ちよくなんか……もうやめて……」

    「意地っ張りね、瑠衣ちゃんは。じゃあ感じてるかどうか、花梨が確かめてあげなくちゃ」

    胸から花梨の手が離れ、代わりに唇が乳頭を覆っていく。

    ちゅっ、と軽く吸われただけで、背中がビクビクと何度も痙攣した。

    もうだめ。

    乳首もあそこも、じんじんしちゃってる。

    気持ちいい。

    体中が熱い。

    頭がおかしくなりそう。

    自分の体をうまく支えていることもできない。

    呼吸が乱れていく。

    胸を弄っていたはずの手は、いつしか瑠衣の太ももの上に置かれていた。

    タイトスカートの裾が、下着が見えてしまいそうな位置までたくしあげられていく。

    閉じた両脚をこじ開けるようにして、花梨の指が股間に触れてこようとする。

    誰にも触らせたことのない、一番恥ずかしいところ。

    瑠衣は涙をこぼしながら、だめ、だめ、と拒み続けていた。

    「か、花梨……お願い、そこは……」

    「大丈夫よ、心配しないで。気持ちよくなれてるかどうか、確かめてみるだけだから」

    両脚の間に差し入れられた指先が、パンティーの真ん中あたりを擦るように動いた。

    通り過ぎる車も途絶えた静かな空間に、くちゅっ、という粘着音が小さく響く。

    花梨は笑いながら、もう一度深く瑠衣の乳首を咥えた。

    乳輪に強く歯を立てられ、ねろねろと舌先で転がすようにして舐められていく。

    噛まれる痛みに感覚神経が鋭敏さを増していく。

    繰り返し湧き上がってくる快楽の波に、正気をさらわれてしまいそうになる。

    「いやあっ……んっ……」

    「嘘つきね。瑠衣ちゃんのここ、お漏らししたみたいに濡れちゃってる」

    「やめて、もうやめて……！」

    「花梨より年上なのに、こんなにビチョビチョにして恥ずかしくないの？　ほら、どんどん中から溢れてきてるじゃない」

    「あっ……あ……」

    女陰の裂け目をぐちゅぐちゅと激しく擦られていく。

    下着の布地が、粘膜の入り口に擦れるのがたまらなかった。

    そこ、気持ちいい。

    もっと、もっとして。

    理性の仮面が引きはがされ、淫猥な欲望が顔をのぞかせる。

    腰が淫らに揺れ、両脚が自然に開いていく。

    「この前もこうやって触っていたのよね？　でも物足りなかったんでしょう？」

    何も聞きたくない。

    誰か助けて。

    この場から消えてしまいたくなるほどの屈辱。

    それでも、もうやめてほしいとは思わなかった。

    されるがまま身悶える瑠衣を見ながら、花梨はベンチから降りて真正面に立った。

    そのまま膝を折って屈み、瑠衣の両脚を大きく開かせていく。

    「な……何を……」

    「こんなに汚れたままじゃ、おうちに帰れないじゃない。だから、花梨が綺麗にしてあげる」

    陰部にぴったりとはりついていた下着をずらされ、さらけ出された割れ目を尖らせた舌先でねろりねろりとなぞられた。

    「ひっ……！」

    ぬるついた温かなものに、垂れ落ちてくる蜜液を舐めとられていく。

    予期しなかった感覚。

    自分がどうにかなってしまいそうで怖い。

    ほとんど反射的に身を捩った瑠衣の太ももを、花梨が平手で打った。

    ひりつくような痛み。

    怯えたような表情を浮かべる瑠衣に、花梨が優しく微笑みかける。

    「勝手に動いちゃだめ、気持ちよくなりたいでしょ？」

    「だ、だって」

    「瑠衣ちゃんのオマ×コ、真っ赤になってヒクヒクしてるわよ。それに、クリ×リスもすごく大きくなってる」

    「い、いや、いやあっ……！」

    「本当はエッチなこと大好きなのね。お外で脱がされて舐められてるのに、こんなに感じちゃうなんて」

    「あ……」

    花梨の言葉で、瑠衣はここが公園であることを思い出した。

    いつ誰が通りかかるかもわからない場所で、両脚を広げられて恥ずかしいところに口をつけられている。

    ぼんやりとした月明かりしかない暗がりではあるが、近くを歩く人がいれば気付かれてもおかしくない。

    「だ、だめよ、こんな……み、見られちゃうっ……！」

    「いまごろ何を言ってるの？　うふふ、もうずっと前から覗かれてるかもしれないのに」

    あの木の陰から。

    遊具の向こう側から。

    みんなが瑠衣ちゃんのいやらしい格好、じっと見てるわよ。

    女の子に舐めさせて感じる変態だって思われて……。

    毒を含んだ花梨の声が、頭の中をぐるぐると回る。

    いくつもの目が、自分に向けられているような気がした。

    違うの。

    わたし、こんなことしたかったわけじゃないの。

    見ないで。

    ごめんなさい、許して。

    誰にも言わないで。

    ありもしない存在に向かって懇願する。

    花梨はたっぷりと潤んだ膣口を指で探りながら、ちゅぱちゅぱと音を鳴らして勃起した陰核にしゃぶりついてくる。

    「あぁっ……んんっ……！」

    感じてはいけないと思えば思うほど、体は昂ぶっていく。

    肉芽を舌先で弄られるたび、足先から頭の先まで突き抜けるような悦楽を感じる。

    それと同時に、狭い膣穴をこじあけるようにして花梨の指が潜り込んでくる。

    ぐにぐにと淫肉の中をまさぐられていくのが、たまらなく気持ちいい。

    もっとして。

    ずっと奥まで。

    この戦慄を覚えるほどの感覚に比べれば、自慰などまるで子供だましのように思えた。

    どれだけ与えられてもまだ欲しくなる。

    指がさらに奥へと捻じ込まれてくる。

    異物を受け入れたことのない粘膜が、ひりつくような痛みを訴えてくる。

    それでもなお、その先にある快楽に溺れたいと願う。

    花梨の指と舌に、どこまでも深く堕落させられていく。

    羞恥と屈辱、それを凌駕する悦びが瑠衣のすべてを支配し尽していく。

    凄まじい絶頂感が怒涛の如く押し寄せてくる。

    途切れかけた意識が、また新たな快感によって引き戻されていく。

    終わりのない甘やかな地獄。

    「助けて……朱音……」

    無意識に朱音の名を呼んでいた。

    いまの自分の姿を一番見せたくない相手なのに。

    もう何をどこまで望んでいるのか、自分でもわからない。

    「瑠衣ちゃん、朱音ちゃんとエッチしたいの？」

    花梨が顔を上げ、不満げな様子で首をかしげた。

    そうかもしれない。

    でも違うのかもしれない。

    「ん……」

    瑠衣は曖昧に返事を濁した。

    挿入していた指をするりと抜き、花梨が瑠衣と向き合うように膝の上に乗りあがってくる。

    抜き取られていく指先の感触を惜しむように、きゅうっと膣襞が締まっていく。

    まだ、まだ足りないのに。

    大きな瞳の愛らしい顔が近づいてくる。

    よく見ると花梨の頬も瑠衣に負けないほど紅潮し、呼吸も乱れているようだった。

    「だめよ、朱音ちゃんはあげない。でもね、花梨がたくさん瑠衣ちゃんのこと可愛がってあげる」

    だから。

    瑠衣ちゃんも、花梨のこと可愛がって。

    愛液に濡れた唇が、暗闇の中で光った。

    手首を握られ、花梨の豊かな胸元に押し付けられていく。

    「さわって、瑠衣ちゃん」

    耳をくすぐる囁き。

    ああ、もう。

    熱い、苦しい。

    こんなにいやらしい自分は嫌い。

    だけど、もう引き返せない。

    全部、花梨のせいで……。

    体内で渦巻く欲望が、瑠衣の押し殺していた怒りを剥き出しにさせていく。

    さらりとした手触りのブラウスの合わせ目を両手でつかみ、そのまま思い切り左右に引き裂いた。

    バラバラと地面にボタンが散らばっていく。

    今日も花梨は下着を着けていなかった。

    大きなふたつの膨らみが、重そうにたぷんと揺れる。

    興奮しているのか、左右の乳首は両方ともこれ以上ないほど大きく膨張している。

    瑠衣の体を玩具にしながら、ずっと自分も触ってもらうことを期待していたのに違いない。

    天使のような外見にそぐわない、淫乱なカラダ。

    憎らしさに拍車がかかっていく。

    片方の乳房を力任せに握りしめ、肌に爪を食い込ませてやった。

    きゃあっ、と悲鳴のような声が聞こえる。

    強気だった花梨が、膝の上で委縮したように身をすくめたのが滑稽だった。

    「どうしたの？　触って欲しいって言ったじゃない」

    「だめ、そんなに乱暴にしないで、花梨がしてあげたみたいに優しく……あっ！」

    自分が味わったのと同じ屈辱を与えてやりたい。

    突き出た乳首に口をつけ、強く吸った。

    花梨がしたのと同じように、べちゃべちゃと音を鳴らし、ねっとりと舌を遣って。

    「あうっ……んっ、あぁんっ……」

    次第に声のトーンが高くなっていく。

    恥ずかしそうに周りの様子を気にしながらも、瑠衣の膝に股間を擦りつけるように腰を振っている。

    気持ちよさそうな顔。

    見ているだけでイライラする。

    舐めるのをやめ、乳頭をつまんでぐりぐりと捩じってやった。

    花梨が苦痛に叫び声をあげる。

    その声を聞いた瞬間、瑠衣は自身の両脚の間がジュンと熱く濡れるのを感じた。

    「痛いっ……！　瑠衣ちゃん、やめて」

    「あんたなんか大っ嫌い。こんないやらしい体、めちゃくちゃにしてやりたい」

    もう一度、捻じ切れるほどの強さで胸の先端をつねった。

    いやあ、いやあ、と泣き声をあげながらも、花梨は腰を振り続けている。

    太ももに花梨のパンティーが擦れるたび、ぬちゅ、ぬちゅ、と嫌な音が鳴った。

    花梨は、きっと朱音にも同じことをしているのだろう。

    もしかしたら、瑠衣が想像もつかないようなことまでしているのかもしれない。

    考えたくない。

    だけど想像を止められない。

    花梨のスカートを捲り上げた。

    暗くてよく見えないが、少し爪を引っ掛けただけで破れてしまいそうな薄い生地の下着をつけている。

    花梨の腰を抱き、布地を割れ目に食い込ませるように引っ張り上げた。

    そのまま前後に揺すってやる。

    花梨の目から大粒の涙がこぼれた。

    「こんな、だめぇっ……あそこ、ぐちゅぐちゅって擦れちゃって……」

    「いつもブラつけないで、こんなにいやらしいパンティーはいてるの？」

    「ち、違うもん……エッチなことしたいときだけ……」

    「今日も最初からそのつもりだったってことね？　今日されたこと、絶対に許さないわよ」

    下着をつかんで毟り取り、ぐしょ濡れになった陰部を探った。

    割れ目の奥へと通じる入り口に、指を二本忍び込ませる。

    華奢な肢体が、腕の中で大きく波打つ。

    花梨のそこは、触れているだけで火傷しそうなほど熱かった。

    それにつられるように、瑠衣の体温も再び上昇していく。

    乱れた呼吸音が重なり合う。

    指を一気に奥まで差し込み、膣内をグチュグチュと掻き回した。

    花梨の中が大きく蠢動し、指先を千切られてしまいそうなほど締め付けてくる。

    また、自身の股間がじゅわりと熱く潤む。

    どうして体がこんな反応をするのかわからない。

    花梨を辱めようとするほど、自分の肉体を弄ばれていたときとは別の種類の快感が溢れ出す。

    花梨は抵抗するのも忘れたように、腰を浮かせて瑠衣の首に抱きついてくる。

    「あぁっ、いやあっ……！　ゆ、ゆび、いきなり奥まで……」

    「こうして欲しかったんでしょ。もっと嬉しそうな声出しなさい、それともまだ足りないの？」

    花梨の声に、自分の中で意識したことのなかった嗜虐心が刺激される。

    もっと虐めてやりたい。

    この手で痛めつけてやりたい。

    ぎっちりと指の嵌った膣穴に、無理やりもう一本別の指を捻じ込んだ。

    三本の指先で、下から勢いをつけて膣奥を突いた。

    びちゃ、びちゃ、と愛液が飛び散る。

    「はぁっ、はぁっ……いやあ、瑠衣ちゃんだめえっ……！」

    「あんたみたいな子、二度と会いたくない。もうわたしに近寄らないって約束して」

    「い、いや……だって、る、瑠衣ちゃん好き……」

    「エッチなことできれば誰だっていいんでしょう？　だったら、もっと他の誰かを探せばいいじゃない！」

    激昂していく気持ちを止められない。

    どうしてわたしなの。

    どうして朱音なの。

    結局花梨の欲望に引きずられている自分が、何よりも悔しい。

    「だめよ……んっ、瑠衣ちゃんはこれからもずっと、花梨と遊ぶんだから……」

    花梨が唇を重ねてくる。

    柔らかく、花の蜜のように甘い口づけ。

    差し入れられる舌を拒めない。

    目眩が酷くなる。

    泣いていたはずの花梨は、極上の笑顔で官能の悦びに浸っている。

    それを見る瑠衣もまた、まるで鏡に映したように花梨と同じ表情を浮かべていた。

    　

    　　　五

    　

    「あぁんっ、んっ……もうイク、イッちゃうっ……！」

    両方の手首をベッドの支柱に縛りつけられた全裸の花梨が、背中をしならせて悦びの声をあげた。

    乳房には青い痣やくっきりとした歯形がつき、太ももには叩かれた跡が赤くなって残されている。

    股間に深々と埋め込まれたバイブレーターが、低く唸りながらいまも花梨を責め立てていた。

    男根を大きくデフォルメした形状の性具。

    色は毒々しい赤。

    根元の部分にスイッチがあり、振動の大きさを変えることができる。

    こんなものを使うのは初めてだったが、瑠衣は手慣れた様子で疑似性器を操っていた。

    ただ膣に突き立てるだけでなく、少し引き抜いて焦らしたり、肉壁を激しく摩擦するように出し入れしてやる。

    すると花梨の生意気でワガママな態度が、無力で従順なものへと変わる。

    征服欲が満たされ、昂奮の度合いが高まっていく。

    「また？　いったい何回イッたら気が済むのよ、いやらしい子ね」

    低く囁きながら、耳朶をきつく噛んだ。

    ひいっ、と悲鳴があがる。

    「痛いの、気持ちいいっ……おかしくなっちゃう、これ以上されたら、花梨もう変になっちゃう……！」

    「いいじゃない、もともとエッチなことしか考えられない変態なんだから。そうでしょう、花梨」

    「へ、変態なんかじゃ……」

    「勝手にわたしのベッドに入ってきて、あそこを無理やり触ってきたのに？　まるで痴漢よね」

    謝りなさい、と叱りつけた。

    花梨の態度はどこまでも素直だ。

    目にいっぱい涙を溜め、ごめんなさい、と呟く。

    もちろん、それだけで許すつもりはない。

    「何をしたのか言って。そうじゃないと、謝ったことにならないでしょう？」

    「瑠衣ちゃんのお部屋に、無理に泊めてもらって……あそこ、勝手に触って……おっぱいも舐めたりして……ごめんなさい……」

    謝りながら乳首を勃起させ、喘ぎ声を堪えているのが可愛らしくてたまらない。

    もっと情けない声を出させてやりたい。

    この姿をいつまでも眺めていたいと思う。

    「だから、こうやって罰を受けているのよね」

    「そう、お仕置きされてるの……し、縛られて、おっきいの入れられて……」

    「もっとはっきり言いなさい。いつも自分が言ってることでしょう？」

    バイブをゆっくりと引き抜き、膣の入り口だけをヌチュヌチュと嬲るように擦ってやった。

    花梨がせつない声をあげ、もの欲しそうに腰をくねらせる。

    恥ずかしそうな表情。

    虐めないでと懇願する視線。

    それを跳ねつけるように花梨の目をにらみつけた。

    「言いなさい、花梨」

    「う……あ、あそこに……花梨のいやらしいオマ×コに、おっきいバイブ入れられて……グチョグチョにされてます……」

    「そうね、花梨が悪い子だからよ？」

    「は、はい……」

    「どうしてあんなことをするの？　あんたって、何回叱られてもわからないのね」

    「だ、だって……瑠衣ちゃんのこと大好きだから……ん、んっ、我慢できなくて……」

    花梨からこの言葉を引き出すたび、心が不可解な桃色の感情で満たされていく。

    別に嬉しいわけでもないのに。

    瑠衣ちゃん、大好き。

    繰り返される甘いフレーズを聞きながら、左手を自身の股間に忍び込ませる。

    そこはバイブを咥え込んだ花梨の秘部と同じくらいに、熱くぐっしょりと濡れている。

    割れ目をぬちゅりと押し開き、指を二本差し入れた。

    そのまま窮屈な肉穴を探り、へその裏側あたりにある少しざらついたところに指先をあてがう。

    「あぁ……」

    ひくっ、と腰が震えた。

    右手で花梨を可愛がりながら、左手でこっそりと自慰をする。

    このどこか歪なプレイが、瑠衣は密かに気に入っていた。

    乱れていく花梨に、自らの姿を重ねて愉しむ。

    最初に朱音と花梨の行為を盗み見た、あの印象が強烈だったせいかもしれない。

    いけないことを隠れてしている、そんな背徳的な感覚に病みつきになっている。

    絶頂に達しそうになる寸前、いつも朱音の顔がちらつく。

    そのたび強烈な罪悪感に襲われる。

    もう二度と繰り返したくないと思う。

    それなのに、迫られるたび結局はずるずると受け入れてしまう。

    シーツにはふたりの汗や体液が付着し、透明な染みがいくつも散っている。

    ああ、また朱音が戻る前に洗わないと。

    こんなことを続けていれば、いずれ朱音に気付かれる。

    はやく終わりにしなくちゃ。

    だけど、いまだけは……。

    瑠衣は花梨の脇腹に舌を這わせながら、これで最後だと自分に言い聞かせていた。

    　

    瑠衣に淫らな誘いをかけつつも、花梨は何食わぬ顔で連日のようにアパートへやってくる。

    そして、朱音にひとしきり甘えて帰っていく。

    瑠衣との関係など、おくびにもださずに。

    でも、瑠衣としてはそうもいかなかった。

    もともと嘘を吐くのは苦手だったし、今回はよりによって朱音の恋人と性的な関係を持ってしまったのだから。

    どうしても口数が少なくなり、花梨だけでなく朱音に対しての態度も不自然になりがちだった。

    それをどう勘違いしたのか。

    ある日、朱音が思いつめたような顔をして花梨との関係を打ち明けてきた。

    「いままで黙っててごめん。あの子、ただの友達じゃないんだ」

    言いにくいんだけど、付き合ってる。

    その、恋人みたいな感じでって意味で。

    女の子だけど、でもそういう関係になっちゃって。

    照れくさそうに笑う朱音に、瑠衣はとっさに驚いたふりをした。

    「やだ、そうだったの？」

    「気持ち悪いとか思う？　嫌だったら、花梨とは外で会うようにするけど」

    「ううん、びっくりしただけよ。わたしは、いままで通りで大丈夫」

    花梨はとても良い子だから。

    三人で会えるとわたしも楽しいの。

    その場をとりつくろうためだけに、心にもない言葉を塗り重ねた。

    朱音に嘘なんてつきたくないのに。

    それもこれも、全部花梨が悪い。

    胸の奥にまたどす黒い思いが渦巻いていく。

    「よかった！　ほんとはね、瑠衣に嫌われるんじゃないかと思ってドキドキしてたんだ」

    「まさか。わたしが朱音を嫌いなるになんて、そんなことあるわけないじゃない」

    「瑠衣って本当に優しいよね。ありがとう」

    朱音が安堵したように微笑む。

    ああ、この笑顔を失いたくない。

    絶対に傷つけたくない。

    はやく花梨との関係を終わらせなくては。

    朱音にバレてしまう前に。

    そう思いつつも、いざ花梨を目の前にすると雰囲気に呑まれて何も言えなくなってしまう。

    『もう終わりにしたいの』

    やっとその一言が伝えられたのは、花梨との情事を一ヶ月以上も続けた後のことだった。

    　

    「えっ……瑠衣ちゃん、いま何て言ったの？」

    細い手首についた縄の跡を撫でながら、花梨が怪訝な顔をして瑠衣を見上げた。

    何時間も快楽を貪り尽した後であっても、その表情にはまだ十代の少女のような可憐さが残されている。

    だから瑠衣はいつも行為が終わると、何も知らない純情な女の子を自分が弄んだかのような気持ちにさせられる。

    いまも、まさにそうだった。

    だから何度も「ごめんね」と繰り返した。

    ごめんね、悪いけどもうふたりきりでは会えない。

    もう朱音を裏切るようなこと、やりたくないの。

    花梨が不満そうに眉根を寄せた。

    「どうして急にそんなこというの？　瑠衣ちゃんだって、いつも愉しんでくれてたのに」

    「最初から、こんなことするべきじゃなかった。嫌なの、いやらしいことをするのも、嘘を吐くのも」

    花梨はシーツの上で体を起こし、まるで理解できないというように首をかしげた。

    「ねえ、もしかして今日は物足りなかった？　花梨ばっかり気持ちよくなっちゃって、だからそんな」

    「違うの、本当にもうだめなの」

    「恥ずかしがらなくてもいいじゃない。ほら、今度は花梨が瑠衣ちゃんのこと可愛がってあげる」

    くすくすと花梨が笑う。

    純情な少女の仮面が剥がれ落ち、淫蕩な本性が現れる。

    横たわったままの瑠衣の両脚を強引に広げ、その間に顔を埋めようとしてくる。

    瑠衣ちゃんは、これが好きなのよね。

    花梨の舌で、いつもみたいに感じさせてあげる……。

    内ももに触れた唇の柔らかさに、すべてをなし崩しにされてしまいそうになる。

    必死で朱音の顔を思い浮かべた。

    色欲のために、親友を裏切り続けるなんて馬鹿げている。

    「もう終わりよ。気持ち悪いことしないで」

    何も表情に出さず、意識的に冷ややかな言い方をした。

    花梨の顔が悲しげに歪む。

    「だめ、そんなこと言わないで。花梨は朱音ちゃんも好きだけど、瑠衣ちゃんのことも大好きなのに」

    「わたしは嫌いよ。あんたのことを好きだと思ったことなんて、ただの一度もない」

    なぜか、自分の言葉に胸がずきんと痛んだ。

    花梨は呆然として青ざめている。

    演技なのか、それとも本当にショックだったのか。

    「嘘よね……？　瑠衣ちゃ……」

    「朝になったら出て行って。もう朱音が留守のときには、二度とわたしの部屋に来ないで」

    それだけ言い捨てて、瑠衣は花梨に背を向けて毛布を深くかぶった。

    花梨のすすり泣く声が聞こえる。

    ……馬鹿じゃないの。

    わたしに手を出したのは、朱音がいない間の暇つぶしだったはずなのに。

    なんで泣いたりするのよ。

    これも何かの作戦なの？

    そうして思いを巡らせる瑠衣の瞳からも、一筋、二筋と涙が落ちていく。

    やがて花梨が部屋を出ていく気配がした。

    パタン、とドアが閉まる。

    やっと終わった。

    きっと、もう花梨は来ない。

    もしかしたら、花梨はやけになって瑠衣とのことを朱音に話してしまうかもしれない。

    だとしても、もうかまわないと思った。

    それをいままで一番恐れていたはずなのに。

    もう、どうでもいい。

    わたしの可愛いお人形は消えてしまった。

    泣いたり笑ったり、くるくるとよく変わる表情。

    ふわふわした髪、吸い付くような肌。

    どうしようもなく身勝手なのに憎めない存在。

    花梨を好きだったことなんて一度もない？

    それこそ、大嘘だ。

    いつからか、彼女が部屋に来ることを期待するようになっていた。

    肌を重ねる時間を愛おしいと感じていた。

    だからといって、親友から花梨を奪うことなんてできない。

    ……こうするしかないじゃない。

    瑠衣は心に空いた穴を涙で埋めようとするように、毛布にくるまったまま声を殺して泣き続けた。

    　

    　　　六

    　

    大きな音で携帯電話が鳴っている。

    手を伸ばすのもだるく、しばらくの間そのまま放っておいた。

    それでも着信音は鳴りやまない。

    仕方なく毛布から這い出し、瑠衣はのろのろとした動作で電話をつかんだ。

    「もしもし？」

    『瑠衣、どうして出なかったの？　何回も電話したのに』

    朱音の声。

    頭がずきずきと痛む。

    「ごめん、寝てたから……」

    『もう夕方なのに、瑠衣にしちゃ珍しいよね。そんなに疲れるまで昨日何やってたのか、説明してくれる？』

    「昨日……？　えっと……」

    ベッドに残された染み。

    泣きじゃくる花梨。

    ぼんやりとしていた頭に、冷水を浴びせかけられたような気がした。

    『花梨から聞いたよ、全部。よくあんなことできるよね』

    「あの子は……花梨は何を」

    『瑠衣に何回も呼び出されて、無理やり酷いことされたって泣いてるよ。ねえ、どういうこと？』

    淡々とした口調。

    怒りを抑えているようにも聞こえる。

    どうしよう。

    焦るばかりで何も思いつかない。

    「ち、違うの。それは誤解で」

    『言い訳なんか聞きたくない。とりあえず外で話したいから、すぐに出てきて』

    朱音は待ち合わせ場所だけを告げ、瑠衣の返事も聞かずに電話を切ってしまった。

    　

    大急ぎで着替えてアパートを飛び出した瑠衣は、朱音にどう謝ればいいのか、そればかりを考えていた。

    部屋に戻ってこず外で話したいというのは、もう同じアパートで暮らしたくない、という意思表示なのかもしれない。

    花梨の話は嘘なのに。

    無理やりなんかじゃない、むしろあの子がいつも強引に誘ってきたから……。

    そう訴えたところで、朱音は信じてくれるだろうか。

    話す前から答えは見えている。

    きっと、どう言い繕ったところで花梨には勝てない。

    さんざん罵倒された後で、瑠衣は朱音に絶交を言い渡されるのだろう。

    いくら考えたところで、正しい謝り方など見つからない。

    朱音と離れてしまったら、ひとりぼっちになってしまう。

    絶望感と寂しさに、心がしくしくと痛んだ。

    　

    指定された場所は、隣町の繁華街にあるカフェの前だった。

    日曜の夜、大勢のカップルや家族連れが通り過ぎていく。

    朱音の姿はすぐに見つけることができた。

    薄い紺色のスキニージーンズに、胸元が大きく開いたノースリーブの黒いセーター。

    人ごみの中でも、抜きんでたスタイルの良さでよく目立っている。

    朱音、と呼びかけると手元の携帯電話をポケットに入れ、無言のまま瑠衣のそばまで駆け寄ってきた。

    花梨と同じ、甘い香水の匂いがしたような気がした。

    一緒にいるのかと思ったが、花梨の姿は見当たらない。

    「あ、あの……」

    「黙ってついて来て」

    ぐいっ、と乱暴に腕を引っ張られた。

    朱音は瑠衣と目を合わせようともしない。

    「ねえ、花梨は？　あの子の話、全部信じたわけじゃないよね？」

    「黙ってって言ったの、聞こえなかった？」

    朱音は瑠衣の腕をつかんだまま、人波をかきわけて商店の間に挟まれた細い路地へと入り込んでいった。

    街灯もまばらな、薄暗い小道。

    そこを抜けるとギラギラと悪趣味な電飾が連なる、ホテル街のようなところに出た。

    朱音は迷う様子もなく、その中でもひときわ派手な門構えの建物へと入っていこうとする。

    瑠衣は思わず尻込みして足を止めた。

    「な、なんなの？　朱音、ここって」

    「いまさら知らないフリなんてしなくていいのに。ここはね、瑠衣が大好きなところだよ」

    きっと気に入る。

    感情の読み取れない声でそれだけ言うと、朱音は再び前だけを見て歩き始めた。

    足元にわずかな照明があるだけの廊下を通り、番号がチカチカと点滅している部屋の前で立ち止まる。

    「ほら、はやく入って」

    「え？　あ……」

    ドアが開く。

    瑠衣は思わずたじろいだ。

    視界が赤で埋め尽くされている。

    柔らかな絨毯も、格子状の鉄パイプのようなオブジェが飾り付けられた壁も、派手なシャンデリアの吊るされた天井も。

    目に入るものはすべて同じ深みのある赤色だった。

    部屋の中央にはキングサイズのベッド。

    その真横には透明のガラスケースが置かれ、中には花梨が好んで使っていたような性具がいくつも並べられている。

    この手のホテルに来るのは初めてだったが、それでも普通の男女が来るような場所ではないのがわかる。

    どうしてこんなところに連れてこられたのだろう。

    わけのわからない緊張感だけが増していく。

    心臓が尋常ではない速度で脈を刻む。

    朱音は平然とした態度で、ベッドの端に脚を組んで座った。

    手の中でじゃらじゃらと銀色の手錠を弄びながら、ドアの前に立ったままの瑠衣をじっと見つめている。

    「で、いつから花梨のことオモチャにしてたの？　瑠衣」

    「ち、違うの！　わたし、あの子のことオモチャになんて」

    「質問にだけ答えて。いつからヤッてた？」

    有無を言わせない響き。

    それでも怒っている様子はない。

    瑠衣は仕方なく、うつむいたままボソボソと答えた。

    「一ヶ月くらい前……だけど、花梨が無理やり」

    「ずいぶん長い間、わたしに嘘ついて花梨とヤリまくってたんだ。瑠衣って意外と大胆だよね」

    「ご、ごめんなさい、でも本当にそんなつもりじゃ」

    「許してほしい？」

    試すような口調。

    じゃらり、とまた手錠の鎖が鳴った。

    朱音の意図がわからない。

    「そ、それは……」

    「いいよ、許してあげても。そのかわり、わたしに嘘をついた分はしっかりお仕置きしておかなくちゃね」

    脱いで、瑠衣。

    朱音はさらりとそう言って、部屋の奥へ入るよう目顔で促した。

    　

    「脱ぐって……ここで？　どうしてそんな」

    「たいしたことじゃないでしょ？　いつも同じ部屋で一緒に着替えてたんだから」

    「そうだけど、でも」

    「許してほしいんじゃないの？　だったらグズグズ言わないで、はやく脱いで」

    睨みつけてくるような鋭い視線。

    足が竦む。

    あれやこれやと思い巡らせていた言い訳が、一瞬で消え去ってしまう。

    頭の中が真っ白になり、朱音に従うことだけしか考えられなくなっていく。

    上着を脱ぎ、紺色の上品なワンピースのファスナーを下げた。

    タイトな作りの布地が、そのままストンと輪になって落ちていく。

    下着姿になった瑠衣を眺めながら、朱音がくくっと喉を鳴らして笑った。

    「いつ見てもスタイルいいよね、瑠衣は。痩せてるし脚も長くてモデルにでもなれそう」

    「や、やめて」

    「だめだよ、手を止めちゃ。ブラとパンティーも脱いで」

    ちゃんと言うことをきいたら、許してあげるから。

    朱音の声に、花梨の声が重なって聞こえる。

    どくん、どくん、と胸が高鳴る。

    昨夜の快感を思い出す。

    下腹の奥のほうが、じくじくと疼きながら熱くなってくる。

    もう脱ぐ前から乳首が硬くなり、あそこが恥ずかしい蜜液でぐっしょりと濡れているのがわかる。

    こんな自分を朱音に見せたくない。

    瑠衣は下着の上から腕で胸を抱くようにして隠し、いやいやと首を振った。

    「だめ、やっぱり……」

    「花梨の前では簡単に裸になれるのに、わたしの前じゃだめなんだ。瑠衣、わたしのこと嫌いなの？」

    「ちがうよ、そんなことないって……わかってるでしょう？」

    「全然わかんないよ。わたしには少しもその気にならなかったくせに、会ったばかりの花梨なんかと寝たりして」

    「な、なにを言ってるの？　朱音、いままでそんなこと一度も……」

    「もういいから、脱げって言ってんの。はやく」

    朱音の声に苛立ちが混じる。

    瑠衣の言葉など、一切聞く気はないらしい。

    急かされるままブラジャーのホックを外し、そろそろとショーツも下ろした。

    真っ白な薄布の中央に、楕円形の恥ずかしい染みがついている。

    素肌に突き刺さるような朱音の視線。

    極限の辱めを受けているようだった。

    花梨にあの恥ずかしい場所を舐められているときよりも、ずっと強烈な羞恥を感じる。

    瑠衣は両手でどうにか乳房と股間を隠しながら朱音を見つめ返した。

    「こ、これで気が済んだ？　もう許してくれる？」

    瑠衣の震え声に、朱音が笑いながら立ち上がった。

    これ以上面白いことはない、とでも言いたげに。

    「あはは、冗談でしょ？　お楽しみはこれからじゃない」

    「あ、朱音？　きゃ……！」

    正面から壁に向かって、ドン、と思い切り突き飛ばされた。

    壁に巡らされた金属製のパイプが背中に当たり、ガシャンと大きな音をたてる。

    背骨と腰に激痛が走った。

    床に横倒しになったところを、髪をつかんで上半身を引き起こされた。

    「痛っ……」

    「暴れちゃだめだよ？　いい子にして」

    「あ、朱音、いやっ！」

    同じ女性とは思えない力で両手を背中側にまわされ、がちゃりと手錠を掛けられた。

    ふたつの輪を繋ぐ鎖の部分が壁のパイプに巻かれているらしく、それだけでもう立ち上がることはできない。

    朱音が背を屈め、鼻先がくっついてしまいそうなほど顔を寄せてくる。

    鋭い切れ長の瞳。

    作り物のように整った顔。

    完璧な朱音の前に、不細工な自分の裸体を晒すのが恥ずかしくてたまらない。

    「朱音、もうこんなのやめようよ」

    「花梨と何があったのか教えて。最初から、全部」

    「全部って……」

    「あの子が嘘つきだってことくらい知ってる。だけどさ、何もなかったわけじゃないんだよね？」

    瑠衣のこと、信じてあげる。

    だから、本当のことを話して。

    すらりとした長い指が、恥ずかしさに紅潮した瑠衣の頬をなぞっていく。

    触れられたところから、じんわりと優しい温かさが染み込んでくる。

    『何もなかった、全部花梨の作り話なの』

    そう言い通したい自分がいる。

    でも、やっぱり朱音を騙すようなことはできない。

    瑠衣は迷いながら、この一ヶ月に花梨との間に起きたことをぽつぽつと話した。

    朱音と花梨の行為を盗み見ながら、自分の体を触っていたこと。

    それを朱音にバラすと脅されて、花梨と関係を持ってしまったこと。

    一度では済まず、何度も花梨の要求に応じてしまったことも。

    「朱音には、絶対に知られたくなくて……だから」

    「ふうん。でも、それだけじゃないよね？」

    「あっ……」

    丸く膨らんだ乳首を、尖らせた爪の先でピンピンと弾かれた。

    ぞくぞくするような刺激が、胸の芯まで伝わってくる。

    キュンと子宮の奥が痺れる。

    花梨の舌の感触を恋しく思う。

    そんなことを考えている場合ではないのに、体の性的な欲求がひとりでに高まっていく。

    ぎゅっと閉じた両脚をもどかしげに擦り合わせる瑠衣の乳房を、朱音が強く握りしめるように揉みしだく。

    「や、やっ……朱音、やめて」

    「脱がされただけでもう感じてんの？　処女だって言ってたのに、ずいぶんエロい体してるんだね」

    「こんなことしても意味ないでしょう？　ねえ、もうやめてよぉっ！」

    「興味あるんだもん。真面目な瑠衣が、どうして花梨にちょっと脅されたくらいで何回もエッチしちゃったのか」

    長い付き合いだけど、瑠衣ってそういう話も嫌いだと思ってた。

    恋愛の話も、セックスの話もしたがらなかったし。

    それとも、わたしの前では隠してただけ？

    耳に流れ込んでくる朱音の囁き。

    乳肌を揉まれた後、くるくると乳頭の周囲を撫でまわされた。

    肌を内側から溶かされていくような、ぞくぞくする感覚が止まらない。

    「ど、どうしてって……他に理由なんてない……」

    「花梨とのエッチ、気持ちよかったんじゃないの？　女同士でするのが好きなら、言ってくれればよかったのに」

    胸の先端を撫でていた指先が、今度は力を込めて小さな突起を潰そうとするようにきつく締め付けてくる。

    「あっ、いやあっ……！」

    「学生の頃からわたしがどんなに誘っても、少しもその気になってくれなかったくせに。花梨の何がそんなにいいの？」

    「さ、誘われたことなんて、一度も……」

    「全然気付いてもなかったんだ？　それ、鈍感すぎるよ」

    「だけど、朱音」

    「もういい。それで、昨日は花梨に何されたの？」

    胸の先に与えられる刺激が、どんどん強くなってくる。

    堪えようとしても、呼吸が乱れてしまう。

    すべての神経が、触れられている部分に集中する。

    やめてほしいと思う気持ちよりも、もっといやらしく触って欲しいと願う気持ちの方が大きくなっていく。

    だめ、朱音は大事な友達だから。

    この先に進んでしまえば、もう友達ではいられなくなってしまう……。

    「答えるまでやめないよ？　何をされたの、瑠衣」

    「何って……いろんなこと……」

    「もっとはっきり言って。どこを触られた？　舐められたりもした？」

    「あ……あの子がベッドに入ってきて、脱がされたの……」

    最初に胸を触られて、口で吸われたりもして。

    あそこもぺろぺろ舐められて。

    嫌だって言わなくちゃいけなかったのに。

    ごめんね、朱音。

    言葉にするだけでも気持ちが高ぶってくる。

    朱音の手が、胸への愛撫をやめて両脚の間を探り始める。

    細い五本の指が節足動物のように、もぞもぞと敏感なところを這いまわっている。

    ぐちゅり、ぐちゅり、とあのいやらしい音が聞こえる。

    瑠衣は泣き出したいような気持で、腰を引いて耐えていた。

    「い、いや、そこ……」

    「やだ、なにこれ。謝りながらこんなにグチョグチョに濡らしてたわけ？」

    「やめて、朱音……」

    「まだ話は終わってないよ。それからどうしたって？」

    「そ、それから……花梨が、んっ、縛って欲しいって……」

    「縛って虐めて欲しいって？　あの子そういうの好きだもんね」

    「そう……花梨、いつも虐めて欲しがるから……」

    縛って、焦らしながらオモチャを遣ったの。

    そうしたら、何回もイッちゃって。

    すごくエッチで可愛かった。

    だから、それを見ながら自分でいっぱい触って……。

    これまでひた隠しにしてきたことなのに、話し始めると止まらなかった。

    余計なことまで言ってしまったのかもしれない。

    それよりも、いまは自分の手が拘束されていることがもどかしくて仕方がなかった。

    手を動かそうとするたび、ガチャガチャと喧しく鎖が鳴る。

    我慢できない。

    痛くなるまで乳首を弄りまわしたい。

    クリ×リスもめちゃくちゃに擦りたい。

    オナニーしたい。

    朱音の目の前で。

    焦れたように腰が揺れる。

    恥ずかしさに震えているはずの瑠衣の中で、堪えきれない性衝動が暴れだす。

    「瑠衣のオマ×コ、もうとろとろになってるじゃん。奥まで指入れてあげようか、それともアレのほうがいい？」

    誰が聞いているわけでもないのに、朱音がひそひそと耳元で囁く。

    その声だけで、一息にオーガズムまで押し上げられてしまいそうになる。

    もうわたし変になってる……。

    甘えるような喘ぎを漏らしながら、瑠衣は朱音が指さした方向に目を向けた。

    ガラスケースの中に陳列された、例の卑猥な形状のバイブレーター。

    紫や派手なピンクや黒色をした、いびつな棒状の器具。

    花梨が持っているものより細く小さなものも、逆にずっと太く大きなものもある。

    相手を満足させるために使用したことはあっても、自分が挿入された経験はまだなかった。

    返事に迷う瑠衣の心を察したように、朱音が薄く笑う。

    「ああ、まだアレでヤッたことないんだ？　じゃあ、ちょうどいいよね」

    「い、いいって……なにが？」

    「指や舌なんかよりもっといいこと、やってみようか」

    朱音はガラスケースの前に立ち、その中でも一番大きく太いものを選んですぐに戻ってきた。

    色は凶悪な印象のある黒。

    直径は朱音の手首よりも太く、胴体の周囲にはでこぼことした粒上の突起がいくつも出っ張っている。

    朱音が手元でスイッチを入れると、細かく振動しながらぐねぐねと不気味な動きで全体がくねり始めた。

    「もっと脚を開いて、瑠衣」

    「お、大きい……入るわけないよ、こんな」

    「お仕置きだって言ったでしょ？　これで瑠衣のエッチなマ×コ、めちゃくちゃにしてやりたい」

    「だ、だめ、だめえっ！」

    「じっとしていることもできないわけ？　ふふ、じゃあもっと恥ずかしい格好させてあげる」

    朱音がいったんバイブを床に置き、同じケースの中にあった麻縄を手に取った。

    　思わずばたつかせた脚が、片方ずつ膝を曲げた状態でぎっちりと縛り上げられていく。

    瑠衣は両脚をＭ字型に開かれたまま、もう瑠衣は逃げることも抵抗することもできなくなった。

    暴れようとすると、ぎりぎりと縄が肌に食い込んでくる。

    痛い、怖い。

    それでも心のどこかで、この状況を愉しんでいる自分がいる。

    　　男性器の亀頭を模した先端が、指でくすぐるようにほぐされた秘部に押し付けられていく。

    「んっ……うっ……」

    性具の細かな震えが、さざ波のような快感を呼び起こす。

    じくっ、じくっ、と子宮の疼きが大きくなっていく。

    ぐぐっ、と膣穴が押し広げられていく感覚。

    肉が裂かれるような痛みと、息が止まりそうな苦しさ。

    大きな塊が押し込まれてくる独特の圧迫感に、瑠衣は額に汗を滲ませながら呻いた。

    「うっ……くうっ……」

    許して、お願いだからもうやめて。

    朱音に泣きつきたいのに、何も言葉にならなかった。

    瑠衣の心情にもかまわず、体はねっとりとした淫靡な熱に包まれていく。

    「ほら、こんなに大きいのがどんどん入っていくよ……いいの？　瑠衣」

    耳がくすぐったくなるような朱音の声。

    わたしの恥ずかしいところ、見られたくない。

    だけど、いっぱい見て欲しい。

    朱音になら、何をされても許せる。

    いやらしいこと、たくさんされたい。

    ずっとそれが本音だったのかもしれない。

    巨大な異物の侵入を歓迎するように、膣奥からじゅくんと熱い愛液が流れ落ちてくる。

    その瞬間、また自分が花梨になったような錯覚が起きた。

    花梨になれば、朱音に抱いてもらえる。

    そう願ったあの夜が、脳裏にはっきりと再現されていく。

    「わたし、なりたかった……花梨に……」

    「花梨に？　どうして」

    うわごとのような言葉を、朱音は聞き逃さなかった。

    ぐっ、ぐっ、とバイブが根元のほうまで捻じ込まれていく。

    膣内でくねるように蠢く疑似男根が、まるで得体のしれない生き物のように思えてくる。

    それは肉襞を擦り上げながら、奥へ奥へと突き進む。

    指や口での愛撫では届かなかった最奥部まで、ぐりぐりと容赦なく突き上げてくる。

    痛みはもうほとんど感じない。

    肉を燃やし、骨を蕩けさせていく快感。

    昂奮と初めて体験する挿入の悦びに、手も足も自由にならないまま溺れてしまいそうになる。

    意識が途切れかけたとき、いきなり性具を引き抜かれて強く肩を揺さぶられた。

    「答えて。どうして花梨になりたいなんて思うの？」

    「だ、だって……花梨は……」

    女の子なのに、朱音に愛されているから。

    わたしだって愛されたい。

    朱音を独り占めして、ずっと一緒にいたい。

    自然に朱音に甘えられるあの子がうらやましかった。

    だけどいつのまにか、花梨にも心を惹かれている。

    昨日、花梨に酷いことを言った。

    本当はあの子のことも、朱音と同じくらい好きになっていたのに……。

    支離滅裂な、喘ぎ交じりの告白。

    涙が溢れ出す。

    今度こそ、朱音に呆れられてしまう。

    そう思ったのに、朱音は優しく微笑んでいた。

    「いいじゃん、それで。わたしのことも花梨のことも、両方好きで何が悪いの？」

    「か、花梨は……朱音の恋人だから……」

    「そんなくだらない枠組みのせいで悩むなんて、すごく馬鹿みたい」

    男だとか女だとか。

    恋人だとか友達だとか。

    大事なのは、自分が好きだと思う相手と楽しむことだけなのに。

    朱音の言葉は魔法のようだった。

    常識に縛りつけられていた心が、ふわりと軽くなっていく。

    「わたし……朱音のこと、好きでもいいの……？」

    「いいに決まってる。わたしだって瑠衣のこと、ずっと前から大好きだもん」

    唇が重ねられた。

    柔らかで優しい感触。

    さっきまでの激しすぎる快感のせいで、軽くキスをされただけでもビクビクと体が跳ねる。

    敏感すぎる、と朱音が笑った。

    「瑠衣、可愛い。これからは毎晩いいことしてあげる」

    「でも……花梨は？」

    「花梨も一緒に決まってるでしょ？　仲間外れなんて許さないから」

    トーンの高い聞きなれた声が、すぐ横で聞こえた。

    いつからそこにいたのだろう。

    ふわふわした長い髪、少女趣味のワンピース。

    甘い香水の匂い。

    花梨。

    瑠衣は目を見張った。

    「どうして、ここに……」

    「最初からいたわよ。瑠衣ちゃんが朱音ちゃんに虐められるのを、隠れてこっそり見てたの」

    はやく瑠衣ちゃんのこと触りたかった。

    そう言って、抱きつきながら頬ずりをしてくる。

    「だ、だけど、昨日あんなに泣いて」

    「ショックだったけど、本気じゃないってわかってたもの。それで、朱音ちゃんと瑠衣ちゃんのことを話してるうちにね」

    やっぱり三人で仲良くするのが一番いいって思ったから。

    朱音ちゃんに嘘ついてた分と、花梨にきついこと言った分は、しっかりお仕置きしてもらってからね。

    「じゃあ、朱音もずっとそのつもりで……？」

    朱音は微笑みながらうなずいた。

    「わたしより先に花梨とヤッてたのは、ちょっと腹が立ったけどね」

    「お仕置き、まだ終わってないんでしょう？　ねえ、続きは花梨も一緒にやりたい」

    瑠衣ちゃんが終わったら、次は花梨が縛られる番ね。

    喜々として、花梨が首筋に何度も口づけてくる。

    朱音は床に這いつくばるようにして、さっきまでバイブの埋まっていた瑠衣の秘裂を舌でなぞっていく。

    ふたりとも、大好き。

    もう思い悩むことは何もない。

    これからは三人で、心ゆくまで愉しむことができる。

    瑠衣は押し寄せてくる快感に身をゆだね、歓喜の声をあげ続けた。

    　

    　

    　

    （おわり）

    


    　

    この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

    本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

    本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

    また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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